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帝
国
議
会
の
解
散
可
否
決
定
権
（
第
二
四
条
）
等
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、

最
高
機
関
と
も
い
う
べ
き
地
位
が
与
え
ら

0
ド
イ
ツ
帝
国
憲
法
(
-
八
七
一
）
と
帝
国
議
会

関
法

む

す

び

第
三
三
巻
第
一
号

議
会
調
査
権
と
少
数
者
調
査
権

一
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
と
少
数
者
調
査
権

ニ
ニ
四

行
権
（
第
七
条
）
、

(
1
)
 

れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
連
邦
参
議
院
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
プ
ロ
イ
セ
ン
の
支
配
が
確
立
し
て
い
た
。

（
ニ
ニ
四
）

専
制
的
連
邦
原
理
に
も
と
づ
く
ド
イ
ツ
帝
国
憲
法
(
-
八
七
一
）
に
お
い
て
は
、
連
邦
参
議
院
に
法
律
の
最
終
的
決
定
権
及
び
法
律
執

帝
国
議
会
は
、
連
邦
参
議
院
や
皇
帝
が
連
邦
的
原
理
に
も
と
づ
く
の
に
対
し
、

(
2
)
 

設
け
ら
れ
」
て
は
い
た
が
、
そ
の
権
限
は
あ
ま
り
大
き
い
も
の
で
は
な
く
、
実
際
に
は
形
式
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
帝
国
宰
相
以
下
の

「
立
憲
的
・
民
主
的
な
原
理
に
も
と
づ
く
制
度
と
し
て

閣
僚
は
、
帝
国
議
会
に
対
し
て
全
＜
責
任
を
負
わ
ず
、
帝
国
議
会
は
政
府
を
拘
束
す
る
何
の
権
利
も
持
た
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
制
度

が
外
見
的
立
憲
制
と
呼
ば
れ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
議
会
優
位
の
可
能
性
に
反
対
す
る
権
力
的
な
歯
止
め
が
ま
っ
た
＜

(
3
)
 

意
識
的
に
仕
組
ま
れ
て
い
る
」
こ
と
が
ド
イ
ツ
立
憲
君
主
制
の
特
色
で
あ
っ
た
。
で
き
る
だ
け
議
会
の
行
政
府
に
対
す
る
統
制
を
排
斥
し
、

君
主
の
議
会
か
ら
の
独
立
を
、
権
力
分
立
主
義
の
名
に
お
い
て
強
く
主
張
し
、
で
き
る
か
ぎ
り
君
主
の
力
を
温
存
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が

(
4
)
 

憲
法
及
び
法
令
上
の
規
定
に
も
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
帝
国
議
会
は
、
わ
ず
か
に
政
府
の
行
き
過
ぎ
を

(

5

)

 

抑
制
す
る
と
い
う
消
極
的
な
面
で
活
動
し
た
に
と
ど
ま
り
、
国
民
代
表
と
し
て
の
実
績
を
挙
げ
る
に
は
、
あ
ま
り
に
弱
体
で
あ
っ
た
。

こ
の
ド
イ
ツ
帝
国
下
で
は
、

F
.
J
・
シ
ュ
ク
ー
ル
の
立
憲
主
義
の
理
論
（
立
憲
主
義
の
本
質
は
君
主
と
議
会
と
の
勢
力
の
均
衡
に
あ



ド
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ツ
連
邦
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権
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て
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り
、
後
者
に
よ
る
前
者
の
制
約
に
は
な
い
と
な
す
理
論
）
が
通
用
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
シ
ュ
タ
ー
ル
は
議
院
内
閣
制
に
強
く
反
対
し
、

(
6
)
 

ビ
ス
マ
ル
ク
の
政
治
観
は
こ
の
シ
ュ
ク
ー
ル
の
影
響
の
下
で
養
わ
れ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
い
て
は
三
級
選
挙
法
と
い
う
厚
い
壁
に
さ
え

ぎ
ら
れ
て
、
議
会
権
限
拡
大
の
動
き
は
阻
止
さ
れ
た
が
、
プ
ロ
イ
セ
ソ
憲
法
紛
争
に
示
め
さ
れ
た
ニ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
後
に
、
そ
こ
か
ら
迂

(
7
)
 

回
し
、
屈
折
し
て
普
通
選
挙
制
に
立
脚
す
る
帝
国
議
会
に
向
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

G
・
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
は
、
何
千
と
い
う
増
大
す
る
、
多

種
多
様
な
課
題
を
抱
え
た
今
日
の
国
家
は
、
議
会
の
不
断
の
積
極
的
な
協
働
に
依
拠
し
て
い
る
と
し
、
帝
国
議
会
の
強
化
こ
そ
が
国
民
の

利
益
と
な
り
、
議
会
の
行
政
に
対
す
る
統
制
権
は
立
法
権
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
議
会
が
た
ん

な
る
消
極
的
な
姿
勢
を
と
り
つ
づ
け
る
こ
と
は
、
国
家
及
び
国
家
の
信
用
を
き
わ
め
て
深
刻
に
動
揺
せ
し
め
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
指
摘

(
8
)
 

し
て
い
る
。
ラ
ー
バ
ン
ト
等
の
拠
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
の
ビ
ス
マ
ル
ク
・
レ
ジ
ー
ム
の
官
僚
制
を
批
判
し
、

て
い
っ
た
の
が
、

イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
や

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
英
国
の
よ
う
な
自
由
主
義
的
議
会
制
度
で
は
な
い
が
、
議

会
制
度
は
着
実
に
ド
イ
ツ
の
政
治
体
制
の
中
に
そ
の
重
要
性
を
ま
し
て
い
っ
た
。

「
議
会
主
義
」
を
軸
に
対
決
し

し
か
し
、
本
稿
と
の
関
連
で
見
落
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
議
会
内
部
の
規
則
の
レ
ペ
ル
に
ま
で
発
展
し
て
き
た
「
議
会
内
に
お
け
る
政

治
的
少
数
者
保
護
の
原
則
」
で
あ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
い
て
も
、
帝
国
に
お
い
て
も
議
院
規
則
に
お
い
て
何
ら
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
長
老
会

(A.ltestenrat)
は
、
議
院
の
少
数
者
を
議
院
の
活
動
に
公
正
に
参
加
せ
し
め
る
た
め
に
一
八
七

0
年
代
の
中
頃
に
生
ま
れ
た
。

一
八
九

0
年
代
の
は
じ
め
ま
で
、
長
老
会
は
、
会
派
の
勢
力
に
比
例
し
て
構
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
各
会
派
よ
り
各
々
一
名
代
表
者
が

送
ら
れ
、

五
名
な
い
し
一

0
名
の
議
員
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
の
ち
に
は
会
派
の
議
員
数
に
比
例
し
て
代
表
が
送
り
こ
ま
れ
、
長
老
会
に

(
9
)
 

参
加
す
る
た
め
の
最
底
議
員
数
は
一
五
名
と
さ
れ
た
。
こ
の
長
老
会
は
、
も
と
も
と
官
僚
の
勢
力
が
強
い
、
い
わ
ゆ
る
官
僚
内
閣
制
と
も

(10) 

い
う
状
況
に
対
抗
し
て
各
会
派
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
組
織
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

ニニ五

（ニニ五）



き
に
失
し
、
敗
戦
と
と
も
に
帝
国
そ
の
も
の
が
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
。

関
法

第
三
三
巻
第
一
号

石
田
光
義
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議

実
効
的
な
権
限
を
そ
な
え
た
議
会
調
査
権
を
憲
法
上
規
定
す
る
た
め
の
憲
法
改
正
提
案
は
、
社
会
民
主
党
に
よ
っ
て
、

(11) 

一
九
ニ
―
一
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
第
一
次
大
戦
の
末
期
た
る
一
九
一
八
年
一

0
月
二
八
日
制
定
さ
れ
た
二
つ
の
憲
法

改
正
法
律
は
「
宰
相
は
そ
の
職
務
執
行
に
つ
き
帝
国
議
会
の
信
任
を
必
要
と
す
る
」
と
い
う
規
定
を
は
じ
め
と
し
、
宣
戦
な
ら
び
に
講
和

条
約
及
び
立
法
事
項
に
関
す
る
条
約
に
は
連
邦
参
議
院
及
び
帝
国
議
会
の
同
意
を
必
要
と
す
る
等
の
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
帝
国
憲

(12) 

法
の
基
本
的
特
徴
を
変
え
て
し
ま
う
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
議
院
内
閣
制
の
採
用
、
帝
国
議
会
の
権
限
拡
大
も
遅

(
1
)
E
.
 
R•Huber̀ Dokumente 

z_ur 
d
e
u
t
s
c
h
e
n
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 B
d
.
 2
,
 
1
9
6
4
,
 
S. 
2
8
9
f
f
.
 

会
主
義
化
の
過
程
(

m

)

」
社
会
科
学
討
究
（
早
大
）
六
八
号
―
ニ
―
頁
、
一
三
八
頁
以
下
等
参
照
。

(

2

)

清
宮
四
郎
「
ド
イ
ッ
憲
法
の
発
展
と
特
質
」
（
『
国
家
作
用
の
理
論
』
所
収
）
三
三
九
頁
。

(
3
)
G
・

イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
、
小
林
孝
輔
訳
「
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
府
と
議
会
」
（
一
九

0
九
）
青
山
法
学
論
集
一
四
巻
三
号
一
〇
九
頁
、

―
二
七
頁
。

(

4

)

豊
田
悦
夫
「
ド
イ
ッ
議
院
内
閣
制
の
歴
史
的
考
察
」
法
学
論
叢
六
四
巻
二
号
七
八
頁
、
九
五
ー
九
六
頁
。

(
5
)
H
.
 Preuss, 
D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
s
 R
e
p
u
b
l
i
k
a
n
i
s
c
h
e
 R
e
i
c
h
s
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
,
 1
9
2
3
,
 
S
.
 
6
4
.

フ
ロ
ス
ト
も
、
帯
m
国
憲
法
下
で
は
、
政
府
は
議
会

の
統
制
権
を
拒
否
し
て
い
た
と
の
ぺ
る
。H
•
F
r
o
s
t
,

D
i
e
 Parlamentausschiisse, 
ihre 
Rechtsgestalt 
u
n
d
 ihre 
F
u
n
k
t
i
o
n
e
n
,
 
dar-

gestellt 
a
n
 d
e
n
 A
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
n
 
d
e
s
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 B
u
n
d
e
s
t
a
g
e
s
,
 A
o
R
 9
5
 (
1
9
7
0
)
,
 
S
.
 
4
6
.
 

~
宮
・
前
臨
鏑
寧
戸
三
四
一
＝
只
。
ま
た
、
帝
国

議
会
は
「
政
府
に
対
す
る
反
対
を
行
動
の
基
本
原
理
で
あ
る
と
解
し
、
し
ば
し
ば
反
対
の
た
め
の
反
対
を
行
う
う
ち
に
、
議
会
勢
力
は
反
対
に
の

み
慣
れ
て
し
ま
っ
て
統
治
に
対
す
る
本
能
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。
」
（
石
田
光
義
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
主
義
化
の
過
程
(

I

)

」

と
も
い
わ
れ
る
。
帝
国
議
会
が
ど
う
し
て
行
政
執
行
部
に
反
対
す
る
反
体
制
的
な
意
義
し
か
持

社
会
科
学
討
究
五
九
号
一
〇
九
頁
、
一
―
二
頁
）

た
な
か
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
上
山
安
敏
「
ド
イ
ッ
第
二
帝
政
期
の
権
力
構
造
（
二
）
」
法
学
論
叢
八
三
巻
二
号
一
三
頁
以
下
参
照
。

(
6
)
G
・
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
・
前
掲
ニ
―
―
頁
、
豊
田
・
前
掲
八
五
頁
参
照
。
例
え
ば
、
帝
国
議
会
の
政
府
に
対
す
る
「
質
問
権
」
に
つ
い
て
み
る

二
二
六

（
二
ニ
六
）

一
八
九
一
年
と



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

⇔

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
少
数
者
調
査
権

と
、
政
府
は
質
問
の
回
答
を
拒
否
す
る
こ
と
が
出
来
た
し
、
一
九

0
八
年
ま
で
質
問
に
何
ら
か
の
提
案
を
添
加
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
は
い
な

か
っ
た
。
ラ
ー
バ
ソ
ト
は
、
英
国
等
で
行
な
わ
れ
て
い
る
質
問
権
は
、
政
府
へ
の
批
判
を
含
み
政
府
を
統
制
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
理
由
か
ら

議
会
主
義
へ
の
危
惧
を
表
明
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
（
上
山
安
敏
『
憲
法
社
会
史
』
二
八
四
頁
参
照
）
。
し
た
が
っ
て
帝
国
宰
相
、
大
臣
に
対
す

る
文
書
提
出
要
求
権
あ
る
い
は
要
請
権
(
R
e
q
u
i
s
i
t
i
o
n
s
r
e
c
h
t
)

が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。V
g
l
•
H
.
P. 
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 

O
p
p
o
s
i
t
i
o
n
 u
n
d
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
nー

-
D
e
r
A
k
t
e
n
v
o
r
l
a
g
e
a
n
s
p
r
u
c
h
 als 
p
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
s
 
M
i
n
d
e
r
h
e
i窃
r
e
c
h
t
1
`
M
R
9
9
 (1974), 

s. 
628, 
637. 

(

7

)

望
田
幸
男
『
近
代
ド
イ
ツ
の
政
治
構
造
』
三

0
八
頁
。

(
8
)
G
・

イ

ェ

リ

ネ

ッ

ク

・

前

掲

一

三

四

頁

。

．

(

9

)

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
下
で
の
ラ
イ
ヒ
議
会
議
院
規
則
(
-
九
二
二
年
―
二
月
―
二
日
）
で
は
、
会
派
は
少
な
く
と
も
一
五
名
の
議
員
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
（
第
七
条
）
、
動
議
は
特
別
の
規
定
の
な
い
か
ぎ
り
一
五
名
の
議
員
の
署
名
が
必
要
で
あ
る
（
第
四
九
条
）
と
い
う
よ
う
に
、
一
五
と

い
う
数
が
定
着
し
て
い
る
。

H
.
Triepel, 
Q
u
e
l
l
e
n
器
m
m
l
u
n
g
z
u
m
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 
Reichsstaatsrecht, 
5
 
Aufl••1931, 

S. 
176ff; 
K・ 

L
o
e
w
e
n
s
t
e
i
n
,
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
l
e
h
r
e
,
 
3Aufl., 
1975, 
S. 
178£. 

(

1

0

)

清
水
望
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
『
議
院
の
自
律
権
』
に
つ
い
て
」
早
稲
田
政
治
経
済
学
雑
誌
ニ
ニ

0
・
ニ
ニ
ー
合
併
号
二

0
五
、
ニ
―
―
―
―
頁
以
下
、

石
田
光
義
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
主
義
化
の
過
程
(

n

)

」
社
会
科
学
討
究
六
三
号
三
三
三
頁
、
三
四
八
頁
参
照
。

(
1
1
)
W
.
 Steffani, 
D
i
e
 U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
 
d
e
s
 Preu.Bischen L
a
n
d
t
a
g
e
s
 
z
u
r
 
Zeit 
d
e
r
 
W
e
i
m
a
r
e
r
 
R
e
p
u
b
l
i
k
,
 
1960̀
 

s. 
64f. • 

(

1

2

)

こ
の
二
つ
の
法
律
と
は
、
①
「
帝
国
憲
法
及
び
帝
国
宰
相
代
理
法
改
正
法
」

(
G
e
s
e
t
z
z
u
r
 
A
b
i
i
n
d
e
r
u
n
g
 
d
e
r
 
R
e
i
c
h
s
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
 
u
n
d
 

d
e
s
 
G
e
s
e
t
z
e
s
 
betr. 
d
i
e
 Stellvertretung d
e
s
 R
e
i
c
h
s
k
a
n
z
l
e
r
s
,
 v
o
m
 17. 
M
a
r
z
 1878. 
v
o
m
 28. 
0
k
t
.
 1
9
1
8
)
と
、
い
5

「
宰
土
日
i
雫
屈
吐
i

改
正
法
」

(
G
e
s
e
t
z
z
u
r
 A
b
i
i
n
d
e
r
u
n
g
 d
e
r
 R
e
i
c
h
s
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
 v
o
m
.
 28. 
0kt. 1
9
1
8
)
と
の
二
法
で
あ
る
。
V
g
l
•
H
.
Triepel, 
a. 
a. 

0., 
s. 
502£.

一
般
に
伺
の
第
二
条
が
核
心
を
な
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。
岩
間
昭
道
「
憲
法
破
毀

(
V
e
r
f
a器
u
n
g
s
d
u
r
c
h
b
r
e
c
h
u
n
g
)

の
概
念

伺
」
神
奈
川
法
学
―
一
巻
ニ
・
三
号
ー
一

0
頁。

ニ
ニ
七

（
ニ
ニ
七
）



上
宜
誓
と
同
じ
効
力
の
あ
る
尋
問
に
よ
り
、

調
査
権
に
つ
い
て
の
彼
の
提
案
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
一
一
三
巻
第
一
号

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
官
僚
制
を
統
制
し
う
る
議
会
は
、
い
わ
ゆ
る
行
動
議
会

(
A
r
b
e
i
t
e
n
d
e
s
P
a
r
l
a
m
e
n
t
)
 

(
1
)
 

的
基
礎
の
一
っ
と
し
て
議
会
調
査
権
を
挙
げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
彼
の
明
ら
か
に
し
た
「
議
会
主
義
」
に
つ
い
て
の
論
説
や
、
帝
国
憲

法
改
正
提
案
の
中
に
は
、
議
会
内
の
少
数
者
に
も
与
え
ら
れ
る
調
査
権
が
含
ま
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
議
会
調
査
権
の
提
案
を
中
心
と

し
て
、
彼
の
帝
国
憲
法
改
正
提
案
な
ら
び
に
、

当
時
の
国
民
経
済
学
の
巨
匠
シ
ュ
モ
ラ
ー
の
倫
理
的
君
主
制
と
官
僚
制
に
対
置
し
て
、

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
提
起
し
た
の
が
議
会
主
義

(
2
)
 

で
あ
り
、
議
会
主
義
を
軸
と
し
て
古
い
ビ
ス
マ
ル
ク
・
レ
ジ
ー
ム
に
対
す
る
変
革
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
九

0
六
年
―
二
月
一
四
日
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
制
定
過
程
で
彼
の
果
た
し
た
役
割
を
概
観
し
て
み
た
い
。

F
・
ナ
ウ
マ
ン
に
あ
て
た
書
簡
の
中
で
、

で
あ
り
、
そ
の
機
構

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
す
で
に
議
会
に
よ
る
強
力
で
公
然
た

(
3
)
 

る
行
政
の
監
督
に
賛
成
し
、
こ
の
監
督
は
議
会
に
よ
る
調
査
と
い
う
形
式
で
行
な
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九

0
八

年
―
一
月
、
同
じ
く
F
・
ナ
ウ
マ
ン
に
あ
て
た
書
簡
の
中
で
、
帝
国
憲
法
改
正
に
つ
い
て
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
私
案
は
、

(

4

)

 

①
宰
相
不
信
任
、
③
調
査
権
、
⑧
中
央
党
の
寛
容
提
案
、
④
国
事
裁
判
所
の
四
点
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。

「
1
、
帝
国
議
会
は
、
会
期
と
会
期
と
の
間
に
お
い
て
も
会
議
を
行
う
権
利
を
有
す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
委
員

会
で
、
証
人
お
よ
び
鑑
定
人
を
、
必
要
な
か
ぎ
り
宜
誓
の
う
え
（
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
裁
判
所
に
委
ね
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
）
法
律

認
め
ら
れ
る
。

帝
国
の
立
法
と
監
督
に
服
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査

(
E
rh
e
 bu
n
g
)
を
行
な
う
こ
と
を

(1) 

一
九

0
八
年
の
憲
法
改
正
私
案

関
法

ニ
ニ
八

（
ニ
ニ
八
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

3
、
委
員
会
は
、
議
員
の
四
分
の
一
の
少
数
者
が
要
求
し
た
す
べ
て
の
証
人
お
よ
び
鑑
定
人
を
取
調
べ
、

し
か
し
、

2
、
こ
の
委
員
会
の
選
任
は
、
各
会
派
が
四

0
名
毎
に
一
名
の
委
員
を
指
名
す
る
と
い
う
方
法
で
行
な
わ
れ
る
。

か
つ
同
少
数
者
の
要
求
す

プ
ロ
イ
七
ン
憲
法
第
八
二
条
に
情
報
を
大
臣
に
要
求
す
る
調
査
権
の
規
定
が
存
在
し
て
は
い
る
が
、
何
ら
実
効
性
を
有
し
な
い
。
こ

の
調
査
権
は
英
国
議
会
と
対
照
的
に
証
人
等
を
自
ら
尋
問
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
」

こ
の
私
案
の
中
に
初
め
て
少
数
者
調
査
権
の
主
張
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
た
ん
に
少
数
者
の
動
議
に
よ
っ
て
調
査
委
員
会
が
設
置

さ
れ
る
と
い
う
だ
け
な
ら
、
例
え
ば
「
議
員
の
三
分
の
一
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
ラ
イ
ヒ
議
会
の
議
長
は
、
…
…
ラ
イ
ヒ
議
会
を
招

る
。
し
か
し
、

（
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
二
四
条
第
一
項
）
と
い
う
規
定
と
同
趣
旨
の
少
数
者
の
設
置
要
求
権
と
も
考
え
ら
れ

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
提
案
は
、
少
数
者
の
設
置
要
求
権
（
議
会
の
調
査
委
員
会
設
置
義
務
）
の
み
な
ら
ず
、
少
数
者
が
調

査
内
容
を
特
定
し
、
必
要
と
み
な
し
た
す
べ
て
の
調
査
（
証
人
の
取
調
、
質
問
等
）
を
行
う
べ
き
こ
と
を
議
会
に
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
趣
旨
は
基
本
的
に
は
一
貫
し
て
、
そ
の
後
の
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
、
さ
ら
に
は
基
本
法
へ
と
生
か
さ
れ
て
い
る
。

、

、

、

、

、

、

、

、

「
ド
イ
ツ
帝
国
議
会
と
い
う
消
極
的
な
見
せ
か
け
の
議
会
を
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
と
い
う
積
極
的
な
、
か
つ
実
際
に
仕
事
を
す
る
議
会
と

(
5
)
 

対
照
さ
せ
」
た
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
議
会
調
査
権
は
英
国
議
会
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
調
査
権
を
範
例
と
し

た
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
（
但
し
、
英
国
の
調
査
委
員
会
は
、
自
ら
証
人
を
尋
問
で
き
な
い
し
、
少
数
者
の
意
見
の
尊
重
も
政
党
間
の
謙

譲
と
寛
容
の
精
神
に
の
み
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
議
会
の
慣
行
に
依
存
し
て
い
る
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
）
。

に
、
英
国
の
議
会
調
査
権
は
一
九
世
紀
以
降
減
少
し
て
き
て
お
り
、
立
法
に
関
す
る
調
査
権
は
王
立
委
員
会
の
手
に
移
行
し
、
政
治
に
関

す
る
調
査
も
一
九
ニ
―
年
調
査
審
判
所
法

(
T
r
i
b
u
n
a
l
s
of 
I
n
q
u
i
r
y
 
A
c
t
)

に
も
と
づ
く
調
査
審
判
所
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
・

る
す
ぺ
て
の
質
問
を
聞
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ニ
ニ
九

（
ニ
ニ
九
）

周
知
の
よ
う



を
描
き
出
す
こ
と
を
試
み
て
い
た
。
彼
は
こ
こ
で
、

一
九
一
七
年
五
月
、
帝
国
議
会
憲
法
委
員
会
で
進
歩
人
民
党
の
有
力
な
議
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
C
・
ハ
ウ

(

8

)

（

9
)
 

ス
マ
ソ
に
、
詳
細
な
覚
書
を
添
え
た
帝
国
憲
法
改
正
草
案
を
送
っ
た
。
こ
の
提
案
は
、
帝
国
憲
法
第
九
条
第
二
項
の
廃
棄
等
五
項
目
に
わ

た
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
二
番
目
に
、
帝
国
議
会
に
調
査
権
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
提
案
は
進

歩
人
民
党
の
憲
法
改
革
提
案
の
基
本
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

れ
る
議
会
調
査
権
を
憲
法
上
の
重
要
な
一
構
成
要
素
と
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
国
政
に
お
け
る
官
僚
優
位
を
く
つ
が
え
す
た
め
、
さ
ら
に
は
そ
の
す
ぐ
れ
た
専
門
的
・
職
務
上
の
知
識
と
い
う

武
器
を
奪
い
と
る
た
め
に
、
帝
国
議
会
に
調
査
権
が
必
要
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。
調
査
権
は
、
専
門
的
知
識
の
み
な
ら
ず
、
必
要
に
応
じ

て
官
僚
層
に
情
報
提
供
、
文
書
提
出
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
務
上
の
知
識
を
収
集
す
る
こ
と
を
、
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
こ
の
議
会
主
義
、
議
会
調
査
権
の
強
調
は
、
一
九
一
七
年
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
ー
・
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ソ
グ
紙
上
を
中
心

(10) 

と
し
て
発
表
さ
れ
た
一
連
の
論
説
の
中
で
詳
細
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
こ
れ
ら
の
中
で
ド
イ
ツ
の
将
来
の
国
家
形
態

れ
う
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
的
新
秩
序
の
可
能
性
を
論
じ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
論
説
は
、

と
さ
れ
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
作
成
に
大
き
な
影
聾
を
与
え
た
こ
と
が
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
の
い
く
つ
か
の
論
説
は
一
九

あ
る
。 M

・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、

(2) 
(

7

)

 

い
る
。

関
法

第
三
三
巻
第
一
号

一
九
一
七
年
の
帝
国
憲
法
改
正
草
案
と
「
新
秩
序
ド
イ
ツ
の
議
会
と
政
府
」

二
三

0

（
二
三

0
)

―
つ
の
確
立
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
出
し
よ
う
と
企
図
し
た
の
で
は
な
く
、
考
え
ら

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
里
程
標

一
九

0
八
年
の
彼
の
提
案
と
と
も
に
、
少
数
者
に
も
与
え
ら



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
新
憲
法
制
定
の
任
に
あ
た
る
内
務
大
臣
の
有
力
候
補
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、

を
公
に
し
て
い
た

H
・
プ
ロ
イ
ス
を
選
任
し
、

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
政
治
的
人
生
に
お
い
て
責
任
あ
る
政
治
的
行
為
を
委
ね
ら
れ
る
と
い

(
1
5
)
 

う
こ
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
彼
は
、
そ
れ
ま
で
に
、
ぼ
う
大
な
一
連
の
論
説
を
発
表
し
て
ド
イ
ツ
の
将
来
の
国
家
形

態
に
つ
い
て
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
が
、

ら
―
二
日
ま
で
内
務
省
で
開
か
れ
た
、
新
憲
法
の
概
要
を
定
め
る
た
め
の
予
備
会
議
で
あ
る
。
彼
の
主
張
は
、
こ
の
予
備
会
議
で
の
討
論

を
も
と
に
し
て

H
・
プ
ロ
イ
ス
が
作
成
し
た
一
九
一
九
年
一
月
三
日
付
プ
ロ
イ
ス
第
一
次
草
案
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

M
・
ウ
ェ

⑱

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法

一
八
年
「
新
秩
序
ド
イ
ツ
の
議
会
と
政
府
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
政
党
も
政
府
に
参
加
し
、
統
治
の
責
任
の
一
端
を
担
う
べ
き
だ

(ll) 

と
す
る
帝
国
議
会
諸
政
党
の
動
き
を
充
分
の
説
得
力
を
持
っ
て
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
官
僚
制
に
真
の
反
対
を
提
供

し
う
る
調
査
権
と
い
う
武
器
を
持
つ
議
会
の
み
が
、
そ
も
そ
も
積
極
的
政
治
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
調
査
権
を
「
議
会
の
第

一
の
基
本
的
任
務
」
と
し
た
。
こ
の
主
張
は
、
さ
ら
に
、
調
査
権
は
政
治
的
作
用
の
行
使
に
お
い
て
官
僚
制
を
統
制
す
る
た
め
の
「
議
会

(
1
2
}
 

の
決
定
的
任
務
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
に
至
る
。

ま
た
、
彼
の
主
張
す
る
議
会
調
査
権
の
原
則
の
一
っ
と
し
て
「
公
開
性
」
が
あ
る
。
彼
は
「
効
果
的
な
議
会
の
監
督
に
よ
っ
て
必
然
的

に
得
ら
れ
る
行
政
の
公
開
性
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
実
り
あ
る
議
会
の
活
動
と
政
治
的
教
育
に
対
す
る
前
提
と
し
て
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ

(13) 
る
」
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
公
開
性
は
、
少
数
者
が
あ
ら
ゆ
る
審
議
の
公
開
を
多
数
者
に
強
要
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
調
査
手
続
に
お
け

(14) 

る
少
数
者
権
の
本
質
で
あ
る
、
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
少
数
者
権
、
行
政
官
僚
統
制
権
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

正
式
に
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
作
成
過
程
に
参
加
し
た
の
は
、言

（
二
三
一
）

一
九
一
八
年
一
1

一
月
九
日
か

ェ
ー
ペ
ル
ト
は
す
で
に
憲
法
草
案



第
三
三
巻
第
一
号

二
三
二

(16) 

ー
バ
ー
は
こ
の
憲
法
作
業
を
新
し
い
国
民
的
事
業
と
位
置
づ
け
積
極
的
に
論
議
に
参
加
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
彼
が
、
少
数
者

権
を
も
り
こ
ん
だ
議
会
調
査
権
を
提
唱
し
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
調
査
委
員
会
の
手
続
法
制
定
の
必
要
性
も
主
張
し
て
い
た
と

(17) 

い
わ
れ
る
。

こ
の
予
備
会
議
で

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
行
な
っ
た
調
査
権
に
関
す
る
提
案
は
会
議
終
了
後
、
彼
が
内
務
省
に
送
っ
た
草
案
の
中
で
明
確

(lB) 

と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
の
第
ニ
一
条
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

「
草
案
第
一
1

一
条
（
支
邦
共
和
国

(
F
r
e
i
s
t
a
a
t
)

な
ら
び
に
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
憲
法
保
障
に
関
し
て
）

1
、
ラ
イ
ヒ
は
ラ
ン
ト
に
共
和
制
的
憲
法
を
保
障
し
、
こ
の
憲
法
上
、
責
任
を
有
す
る
行
政
指
導
者
は
普
通
、
平
等
、
秘
密
、
直
接

選
挙
法
に
よ
り
選
ば
れ
た
代
表
議
会
の
信
任
を
要
す
る
。

2
、
本
憲
法
は
、
代
表
議
会
の
議
員
の
少
な
く
と
も
五
分
の
一
の
少
数
者
が
調
査
委
員
会
の
設
置
を
要
求
す
る
権
利
を
保
障
す
る
。

こ
の
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
は
（
そ
の
所
属
会
派
の
議
席
~
筆
者
註
）
数
に
応
じ
て
選
任
さ
れ
、
行
政
の
公
正
性
、
誠
実
性
が
疑

わ
し
い
場
合
に
証
人
及
び
鑑
定
人
に
対
し
て
自
ら
質
問
を
行
な
う
権
利
を
有
す
る
。
調
査
議
事
録
は
そ
の
内
容
が
完
全
に
明
ら
か
に
さ

3
、
ラ
イ
ヒ
は
ゲ
マ
イ
ソ
デ
に
憲
法
を
保
障
す
る
、
こ
の
憲
法
上
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
首
長
、
あ
る
い
は
合
議
制
最
高
行
政
機
関
の
存

在
す
る
場
合
、
そ
の
機
関
は
、
普
通
、
平
等
、
寵
接
、
秘
密
選
挙
法
に
よ
る
寵
接
選
挙
に
よ
っ
て
、
又
は
、
そ
の
選
挙
法
に
よ
り
選
任

さ
れ
た
代
表
議
会
の
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
。

4
、
ラ
イ
ヒ
は
、
法
律
適
合
性
及
び
誠
実
性
の
統
制
、
財
政
措
置
の
適
正
性
に
つ
い
て
の
統
制
の
み
を
留
保
し
て
、
行
政
の
独
立
性

を
保
障
す
る
。
ラ
イ
ヒ
は
邦

(
S
t
a
a
t
l
に
お
け
る
と
同
等
の
、
調
査
委
員
会
設
置
要
求
権
を
ゲ
マ
イ
ン
デ
住
民
の
少
な
く
と
も
二
分
の

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

関
法

（
二
三
二
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

を
要
求
し
た
数
少
な
い
学
者
の
一
人
で
あ
り
、
ビ
ス
マ
ル
ク
・
レ
ジ
ー
ム
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
に
対
立
す
る
自
由
思
想
連
合
グ
ル
ー
プ
の
一

(19) 

員
で
あ
っ
た
。

0
・
プ
ル
ン
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、

M
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
政
治
的
思
考
を
も
っ
と
も
強
く
規
定
し
て
い
た
の
は
彼
の
待
望
し
て

い
た
「
国
民
的
権
力
国
家
」
が
「
官
僚
制
の
支
配
」
の
も
と
で
存
立
で
き
な
く
な
り
は
し
な
い
か
と
い
う
憂
慮
で
あ
っ
た
。
支
配
の
た
め

(20) 

に
欠
か
せ
な
い
こ
の
官
僚
制
と
い
う
道
具
は
「
政
治
的
指
導
者
」
を
必
要
と
し
、
こ
の
政
治
的
指
導
者
を
選
出
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
機
関

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、

④

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
議
会
主
義

は
次
節
以
下
で
調
査
権
と
の
関
連
に
お
い
て
論
及
す
る
。

一
、
あ
る
い
は
選
挙
さ
れ
た
ゲ
マ
イ
ン
デ
議
会
の
少
な
く
と
も
三
分
の
一
の
少
数
者
に
保
障
す
る
。

5
、
ラ
イ
ヒ
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
と
い
う
ラ
イ
ヒ
ヘ
の
訴
は
、
選
挙
権
者
の
一

0
分
の
一
の
贅
成
投
票
に
よ

る
か
、
選
挙
さ
れ
た
代
表
議
会
の
五
分
の
一
の
議
員
に
よ
っ
て
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
訴
に
つ
い
て
の
判
断
は
国
事
裁
判
所
が
行
な

う
。
執
行
が
必
要
な
時
に
は
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
が
、
同
少
数
者
の
訴
に
も
と
づ
い
て
行
な
う
。
執
行
の
た
め
に
行
な
わ
れ
た
措
置
の
適

法
性
に
つ
き
、
同
少
数
者
が
疑
義
を
提
起
し
た
と
き
に
は
、
国
事
裁
判
所
が
決
定
す
る
。
」

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
少
数
者
調
査
権
が
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
提
案
と
は
い
え
、
議
会
内
少
数
者
と
い
う
枠
組
を
こ
え
て
、

住
民
の
調
査
委
員
会
設
置
要
求
権
に
ま
で
及
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
意
図
し
た
議
会
調
査
権
、

け
少
数
者
調
査
権
の
「
本
質
的
」
性
格
を
考
察
す
る
う
え
で
こ
の
こ
と
が
見
落
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
り
わ

憲
法
改
正
に
つ
い
て
の

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
自
余
の
主
張
、
及
び
一
九
一
九
年
一
月
三
日
プ
ロ
イ
ス
第
一
次
草
案
の
内
容
等
に
つ
い
て

一
九
世
紀
か
ら
―

1
0世
紀
の
変
り
目
に
か
け
て
、
既
に
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
国
家
の
断
固
た
る
議
会
制
化
と
民
主
化

>
（ニ―――――-）



う
こ
と
を
同
時
に
前
提
に
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
(
_
~
わ
れ
わ
れ
が
今
日
知
る
如

V
1

過
大
評
価

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
国
家
と
憲
法
に
つ
い
て
の
政
治
的
考
察
は
、
彼
の
社
会
理
論
の
体
系
、
宗
教
と
法
の
社
会
学
、
精
神
科
学
方
法
論

(21) 

と
哲
学
に
比
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
の
評
価
を
受
け
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
分
野
で
彼
が
論
じ
た
時
論
的
性
格
の
政
治
論
を
学
問
体
系
の
中
に

位
置
づ
．
け
、
彼
の
立
憲
政
治
観
と
そ
れ
以
外
の
学
問
的
な
立
場
や
、
世
界
観
と
関
連
づ
け
る
こ
と
は
、

W
.
J
・
モ
ム
ゼ
ン
に
よ
っ
て
は

(22) 

じ
め
て
提
示
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
モ
ム
ゼ
ン
は
「
ド
イ
ッ
的
な
る
も
の
を
超
え
、
ま
た
政
治
を
も
包
括
す
る
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
普
遍
史
観

(23) 

の
次
元
に
立
っ
て
そ
れ
と
政
治
的
思
惟
と
の
連
関
を
探
究
」
し
よ
う
と
し
、

体
の
傾
向
か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
る
。

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
、
世
論
及
び
市
民
的
成
熟
、
さ
ら
に
は
議
会
制
と
民
主
化
を

擁
護
し
た
の
は
、
国
民
的
・
権
力
国
家
の
達
成
と
い
う
目
的
の
た
め
の
単
な
る
手
段
、
す
な
わ
ち
「
技
術
的
方
策
」
と
し
て
議
会
制
民
主

主
義
を
要
求
し
た
の
で
あ
り
、
議
会
に
対
し
て
望
ん
だ
の
は
、
そ
れ
が
指
導
者
選
抜
の
機
関
、
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
う
機
関
た

な
か
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
、

る
こ
と
で
あ
る
、
立
法
の
発
議
や
政
治
方
針
決
定
を
通
じ
て
意
志
決
定
過
程
に
実
質
的
な
貢
献
を
な
す
よ
う
な
行
動
議
会
た
る
こ
と
で
は

(24) 

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
民
主
主
義
概
念
は
、
も
っ
ぱ
ら
道
具
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
と
も
述
ぺ
て
い
る
。

し
か
し
、

第
三
三
巻
第
一
号

モ
ム
ゼ
ン
は
、

二
三
四

モ
ム
ゼ
ソ
の
こ
れ
ら
の
見
解
に
対
し
て
は
強
力
な
反
論
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

J
・
コ
ッ
カ
は
、

（
二
三
四
）

ま
ず
「
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
諸

提
案
は
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
帝
国
の
後
期
局
面
に
お
け
る
政
党
・
議
会
・
世
論
の
み
じ
め
な
状
況
に
対
す
る
鋭
い
観
察
眼
を
持
つ
ひ
と
り
の

(25) 

リ
ペ
ラ
ル
な
人
間
の
反
応
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
」
ず
、
モ
ム
ゼ
ン
は
、

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
、
政
治
的
意
見
形
成
過
程
に
お
け

る
成
熟
し
た
世
論
、
お
よ
び
即
事
的
・
行
動
的
な
議
会
に
対
し
て
認
め
よ
う
と
し
た
役
割
を
あ
ま
り
に
も
極
小
化
し
て
い
る
と
批
判
し
、

「
も
し
も
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
、
議
会
で
の
調
査
が
批
判
的
に
し
て
覚
醒
し
た
世
論
に
対
し
て
提
示
さ
れ
う
る
と
い

が
議
会
だ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

関
法

一
連
の

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
政
治
的
提
案
を
、
彼
の
思
想
全



あ
っ
た
。

さ
れ
た
）
手
段
と
し
て
の
議
会
調
査
権
を
彼
が
あ
の
よ
う
に
断
固
と
し
て
支
持
し
た
の
は
、

(26) 
ヵ
？
」
。
さ
ら
に
コ
ッ
カ
は
、

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
議
会
制
と
民
主
化
へ
の
様
々
の
主
張
が
、
国
民
的
・
権
力
国
家
達
成
と
い
う
目
的
の

た
め
の
単
な
る
手
段
で
あ
っ
た
と
か
、
民
主
主
義
概
念
を
も
っ
ぱ
ら
道
具
と
し
て
考
え
て
い
た
と
仮
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
断
言

（町）

す
る
。また

、

ン
も
、

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

K
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
ク
イ
ン
は
、

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
厄
介
な
遣
産
だ
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
の
覇
権
的
地
位

の
覆
減
を
導
き
出
す
帝
国
の
議
会
主
義
化
を
強
力
に
弁
護
し
た
と
述
べ
、
少
な
く
と
も
ド
イ
ッ
的
観
点
か
ら
、
完
全
な
民
主
化
は
権
威
主

義
的
国
家
克
服
の
た
め
の
た
だ
―
つ
の
有
効
な
可
能
性
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
た
だ
、

K
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
ク
イ

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
議
会
主
義
を
決
し
て
そ
れ
自
体
が
目
的
で
も
な
け
れ
ば
、
本
質
的
に
追
求
す
ぺ
き
価
値
を
持
っ
た
理
念
で

も
な
く
、
君
主
制
が
官
僚
制
の
支
配
を
打
破
す
る
有
効
な
手
段
た
り
え
な
か
っ
た
以
上
、
議
会
主
義
が
む
し
ろ
官
僚
制
を
効
果
的
に
抑
制

(29) 

す
る
一
っ
の
可
能
性
で
あ
る
と
同
時
に
、
真
の
指
導
者
選
出
の
最
善
の
手
段
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
九
一
七
年
に
は
、

し
た
が
っ
て
議
会
が
こ
れ
ら
の
機
能
を
果
た
し
え
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
そ
れ
に
か
わ
る
も
の
が
必
要
と
な
る
。

M
・
ウ
ェ

(30) 

ー
バ
ー
の
「
俗
物
議
会
」
と
い
う
言
い
方
に
は
こ
の
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
。

カ
リ
ス
マ
的
指
導

者
の
た
め
に
議
会
の
力
を
「
減
少
」
さ
せ
る
と
い
っ
た
国
民
投
票
的
な
指
導
者
民
主
主
義
の
提
案
は
ま
だ
で
て
来
て
い
な
い
。
議
会
主
義

化
の
主
張
が
徹
底
し
て
な
さ
れ
た
の
は
敗
戦
前
の
帝
政
下
に
お
い
て
で
あ
り
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
制
定
時
に
お
け
る

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の

主
張
の
重
点
は
議
会
主
義
化
の
徹
底
で
は
な
く
、
逆
に
議
会
に
対
置
さ
れ
、
国
民
に
よ
っ
て
直
接
選
ば
れ
る
強
力
な
大
統
領
制
の
確
立
で

二
三
五

（
二
三
五
）

一
体
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う



第
三
三
巻
第
一
号

右
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
議
会
主
義
の
主
張
内
容
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て
論
議
は
あ
る
も
の
の
、
彼
が
議
会
調

査
権
を
議
会
主
義
の
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
い
た
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
彼
の
提
案
し
た
議
会
調
査
権
、

と
り
わ
け
少
数
者
調

査
権
の
「
本
質
」
的
性
格
を
解
明
す
る
に
は
、
こ
の
議
会
主
義
に
つ
い
て
の
理
解
を
正
確
に
行
な
う
こ
と
が
前
提
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
本

稿
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
結
論
は
後
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
、
現
在
の
時
点
で
考
え
ら
れ
う
る
問
題
点
の
み
を
摘
示
し
て
お
く
に

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
議
会
の
調
査
権
を
少
数
者
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
背
景
に
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
政
治
状
況
の
下
で
は
、

少
な
く
と
も
四
つ
、
恐
ら
く
は
五
つ
の
政
党
が
常
に
並
存
す
る
こ
と
に
な
り
、
連
合
的
政
府
は
避
け
が
た
い
と
彼
が
考
え
て
い
た
こ
と
が

(31) 

あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
政
治
的
行
動
を
支
配
し
て
い
る
の
は
常
に
『
少
数
の
原
則
』
す
な
わ
ち
、
少
数
者
か
ら
成
る
指
導
的
グ
ル
ー
プ
の

(32) 

も
つ
卓
抜
し
た
政
治
的
機
動
能
力
で
あ
る
と
考
え
、
彼
が
そ
れ
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う

さ
き
に
明
ら
か
に
し
た
、
帝
国
議
会
内
部
で
発
達
し
て
き
て
い
た
少
数
者
尊
重
の
原
則
に
も
と
づ
く
議
会
運
営
の
存
在
も
無
視
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
こ
の
原
則
を
何
ら
か
の
形
で
効
果
的
に
制
定
法
化
す
る
も
の
の
一
っ
と
し
て
少
数
者
調
査
権
を
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
も
、
こ
の
少
数
者
調
査
権
は
、

ま
た
、
少
数
者
に
調
査
権
を
与
え
る
の
は
、
議
会
が
官
僚
制
を
効
果
的
に
抑
制
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
真
の
指
導
者
選
出
の
機
関

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
必
然
的
に
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
議
会
自
体
が
た
ん
な
る
批
判
的
「
消
極
的
」
な
役
割
し

か
果
た
し
て
い
な
い
状
況
の
下
で
は
、

つ
こ
と
に
よ
っ
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
、
議
会
を
「
行
動
議
会
」
化
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
役
割
を
担
う
べ
き
で
あ
る
。
逆
に
い

と
ど
め
た
い
。

た
ん
な
る
手
続
上
の
も
の
で
は
な
く
、

⑱

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
少
数
者
調
査
権

関
法

「
権
力
的
」
要
素
を
も
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

た
と
え
議
会
内
少
数
者
と
い
え
ど
も
、
行
政
情
報
の
公
開
と
審
議
公
開
と
を
要
求
す
る
権
利
を
持

二
三
六

（
二
三
六
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察

□

え
ば
、
帝
国
議
会
の
当
時
の
状
況
を
前
提
に
す
れ
ば
、
少
数
者
の
中
に
こ
そ
、
新
し
い
行
動
的
議
会
を
生
み
だ
す
ニ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
、

将
来
の
議
会
で
の
多
数
者
た
り
う
る
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

化
さ
れ
た
議
会
こ
そ
が
、
彼
の
考
え
た
「
真
の
指
導
者
選
出
機
関
」
た
る
議
会
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
現
在
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
議
院
内
閣
制
を
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、
二
大
政
党
制

を
理
想
と
は
し
て
い
た
が
、
議
会
内
多
数
者
1
1
政
府
、
議
会
内
少
数
者
1
1
野
党
と
い
う
図
式
を
必
ず
し
も
描
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

現
代
の
議
院
内
閣
制
に
お
い
て
西
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
一
般
に
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
行
政
統
制
の
機
能
は
政
府
与
党
た
る
多
数
者
に
よ
っ
て
は

有
効
に
行
使
さ
れ
え
ず
、

そ
の
機
能
は
野
党
の
主
要
な
任
務
と
な
っ
て
い
る
、

の
こ
と
は
、
彼
の
少
数
者
調
査
権
の
提
唱
が
、
議
会
主
義
的
憲
法
の
枠
内
で
で
は
な
く
、
ビ
ス
マ
ル
ク
帝
国
憲
法
の
細
目
改
正
と
し
て
提

(33) 

案
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
少
数
者
調
査
権
提
唱
の
意
義
を
決
し
て
減
ず

る
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
少
数
者
調
査
権
に
よ
っ
て
活
性

と
ま
で
彼
が
把
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
こ

た
ん
に
議
会
の
判
断
を
「
中
立
的
」
に
準
備
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
調
査
制
度
を
把
え
た
の
で
は
な
く
、

(34) 

政
府
な
ら
び
に
官
僚
を
威
迫
し
、
統
制
す
る
武
器
と
し
て
位
懺
づ
け
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
の
提
案
は
、
普
遍
的
意
義
を
持
っ
て
い

る
と
も
い
え
、
現
代
に
お
い
て
一
層
そ
の
重
要
性
を
ま
し
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

(
1
)

議
会
委
員
会
制
度
も
そ
の
一
っ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
こ
の
委
員
会
制
度
も
少
数
者
の
意
見
を
尊
重
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
た
。
脇
圭
乎
「
ド
イ
ツ
国
民
国
家
に
お
け
る
政
治
の
問
題
性
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
政
治
観
ー
」
法
学
論
叢
五
九
巻
四
号
九
四

頁
、
一
―
四
頁
参
照
。

(

2

)

上
山
安
敏
『
憲
法
社
会
史
』
二
九
一
二
頁
。

(
3
)
M
•
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
相
沢
久
訳
『
政
治
書
簡
集
』
七
頁
。

(
4
)
W
.
 J.
 

M
o
m
m
s
e
n
,
 M
a
x
 W
e
b
e
r
 u
n
d
 die 
d
e
u
t
s
c
h
e
 Politik 
1890,1920, 
2
 
Aufl••1974, 

S
.
 
162ff. 

二
三
七

（
二
三
七
）



関
法

第
三
三
巻
第
一
号

(
5
)
J
.
P
・
メ
イ
ヤ
ー
、
五
十
嵐
豊
作
・
鈴
木
寛
訳
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
政
治
社
会
学
ー
ー
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
ド
イ
ツ
の
政

治
構
造
ー
ー
』
―
―
四
頁
。

(

6

)

I

.

 

J
e
n
n
i
n
g
s
,
 
P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
,
 
1
9
5
7
 
(1970), 
p
p
. 
5
9
1
6
3
.
 

(
7
)
K
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
得
永
新
太
郎
訳
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
現
代
政
治
』
一
五
八
頁
、
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
議

会
調
査
権
の
性
格
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
関
西
大
学
大
学
院
）
―
-
九
号
一
頁
以
下
等
参
照
。

(
8
)
W
.
 S
t
e
f
f
a
n
i
に
よ
れ
ば
、

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
一
九
一
七
年
五
月
一
日
に
、

C
・
ハ
ウ
ス
マ
ン
に
委
員
会
に
よ
り
行
な
わ
れ
る
調
査
を
帝

国
議
会
の
権
利
と
す
る
法
律
案

(
G
e
s
e
t
z
e
n
t
w
u
r
f
betr. 
d
i
e 
E
i
n
f
u
h
r
u
n
g
 d
e
s
 R
e
c
h
t
s
 
d
e
s
 
R
e
i
c
h
s
t
a
g
s
,
 
d
u
r
c
h
 
b
e
s
o
n
d
e
r
e
 
K
o
r
n
-

m
i
s
s
i
o
n
e
n
 o
d
e
r
 A
u
f
t
r
a
g
 a
n
 b
e
s
t
e
h
e
n
d
e
 K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
n
 E
r
h
e
b
u
n
g
e
n
 z
u
 v
e
r
a
n
s
t
a
l
t
e
n
)
を
平
Q

っ
て
い
る
。
仰
区
は
そ
の
理
由
づ
け

と
し
て
、
り
議
会
権
力
の
官
僚
に
対
す
る
強
化
、
③
行
政
の
公
開
と
議
会
に
よ
る
政
治
的
指
薄
者
の
選
任
、
③
少
数
者
権
の
法
上
の
保
障
、
と
い

う
一
二
点
に
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
構
想
は
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

V
g
l
.
W
.
 Steffani, D
i
e
 U
n
t
_
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
i
l
s
s
e
 

d
e
s
 
P
r
e
u
J
3
i
s
c
h
e
n
 
L
a
n
d
t
a
g
s
 z
u
r
 Zeit 
d
e
r
 W
e
i
m
a
r
e
r
 R
e
p
u
b
l
i
k
,
 
1960, 
S. 
74f. 

(

9

)

帝
国
憲
法
第
九
条
第
二
項
に
つ
い
て
、

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
別
の
機
会
に
「
こ
の
規
定
は
、
帝
国
宰
相
及
び
国
務
大
臣
に
は
適
用
さ
れ
な
い
」

と
い
う
補
足
意
見
書
を
提
案
し
て
い
る

(
W
.
J. 
M
o
m
m
s
e
n
,
 a. 
a. 
0., 
S. 
1
9
3
)
。

(
1
0
)
E
.
 B
a
u
m
g
a
r
t
e
n
,
 M
a
x
W
e
b
e
r
 W
e
r
k
 u
n
d
 P
e
r
s
o
n
,
 
1964, 
S. 
224ff. 

(
1
1
)
W
.
J
・
モ
ム
ゼ
ン
、
中
村
貞
二
他
訳
『
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
社
会
・
政
治
・
歴
史
』
四
四
頁
。

(
1
2
)
W
.
 J. 
M
o
m
m
s
e
n
,
 a. 
a. 
0., 
S. 
1
8
3
 
•• 

(
1
3
)
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
石
尾
芳
久
訳
『
国
家
社
会
学
』
九
六
頁
。

(
1
4
)
W
.
 Steffani, 
a. 
a. 
0., 
S. 
91. 

(
1
5
)

そ
の
理
由
の
一
っ
と
し
て
彼
が
君
主
制
論
者
だ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
は
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
に
対
し
て
は
、
既
に
第
一
次
大
戦
敗
戦

前
か
ら
激
し
い
憎
悪
を
向
け
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
制
度
と
し
て
の
君
主
制
に
は
好
意
的
で
あ
り
（
前
掲
『
政
治
書
筒
集
』
六
一
ー
六
二
頁
）
、

「
議
会
制
的
共
和
国
に
同
意
す
る
こ
と
は
、
実
に
容
易
な
こ
と
で
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
」

(
K
・
レ
ー
ヴ
ニ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
前
掲
書
二
七

ー
ニ
八
頁
）
と
い
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
は
、
ナ
ウ
マ
ン
、
マ
イ
ネ
ッ
ケ
、
ト
レ
ル
チ
と
と
も
に
共
和
制
の
長
老
（
A
l
t
e
s
t
e
n
)

と
も
呼
ば

れ
て
い
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
（
上
山
安
敏
「
ワ
イ
マ
ー
ル
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ヴ
ニ
ー
バ
ー
」
知
の
考
古
学
一
九
七
六
年
八

二
三
八

（
三
三
八
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

・
九
合
併
号
三
四
頁
）
。

H
・
プ
ロ
イ
ス
が
選
ば
れ
た
の
は
、
社
会
民
主
党
と
の
妥
協
性
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
上
山
・
同
四
二
頁
）
。

(
1
6
)
W
.
 J. 
W
o
m
m
s
e
n
,
 a. 
a. 
0., 
S
.
 
3
5
8
.
 

(

1

7

)

第
三
四
回
ド
イ
ッ
法
律
家
会
議
で
の
ヤ
コ
ビ
教
授
の
報
告
参
照
。

V
e
r
h
a
n
d
l
u
n
g
e
n
des Vierunddreissigsten 
D
e
u
t
s
c
h
e
n
 
Juristen, 

tags, 
Bd. 2
,
 
1
9
2
7
,
 
S
.
 
9
7
.
 

(
1
8
)
W
.
 J. 
M
o
m
:
m
s
e
n
,
 a. 
a. 
0., 
S
.
 
3
8
6
.
 

(
1
9
)上
山
•
前
掲
書
二
九0
頁
以
下
参
照
。

(
2
0
)
0・
ブ
ル
ン
ナ
ー
、
成
瀬
治
他
訳
『
ョ
ー
ロ
ッ
パ
ー
~
そ
の
歴
史
と
精
神
』
一0
0
頁
等
参
照
。

(
2
1
)
K・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
ク
イ
ン
・
前
掲
書
五
頁
。
M
•
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
法
学
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
村
上
淳
一
「
ド
イ
ッ
法
学
の
方
法
と
民
主

主
義
」
法
学
協
会
雑
誌
八
三
巻
六
号
六
九
頁
以
下
等
参
照
。

(
2
2
)
J
・
コ
ッ
カ
、
住
谷
一
彦
・
小
林
純
訳
『
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
西
ド
イ
ツ
の
研
究
動
向
』
四
一
頁
。

(
2
3
)
w
.
J
・
モ
ム
ゼ
ン
、
三
吉
敏
博
訳
「
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
お
け
る
普
遍
史
的
・
政
治
的
思
惟
」
知
の
考
古
学
一
九
七
六
年
八
・
九
合
併
号
二
三
三

頁
、
二
三
四
頁
。

(
2
4
)
w
.
J
・
モ
ム
ゼ
ン
・
前
掲
二
四
七
頁
、

J
・
コ
ッ
カ
・
前
掲
書
三
七
ー
三
八
頁
参
照
。

(
2
5
)
J
.
 n
ッ
カ
・
前
掲
書
四
二
頁
。

(
2
6
)
J
・
コ
ッ
カ
・
前
掲
書
四
三
頁
。

(
2
7
)
J
・
コ
ッ
カ
・
前
掲
書
四
五
頁
。

(
2
8
)
K
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
ク
イ
ン
・
前
掲
書
―
―

10頁
、
四

0
ー
四
一
頁
。

(
2
9
)
K
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
前
掲
書
四
ニ
ー
四
三
頁
。

(
3
0
)

小
林
昭
三
『
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
制
の
成
立
』
七
二
頁
、
七
五
頁
参
照
。

(
3
1
)
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
前
掲
・
『
国
家
社
会
学
』
一

0
1
|
1
0
二
頁
。

(

3

2

)

前
掲
・
『
国
家
社
会
学
』
八
九
頁
等
。
「
全
国
民
を
代
表
す
る
者
は
、
経
済
的
・
社
会
的
に
独
立
し
た
人
び
と
の
中
の
ニ
リ
ー
ト
こ
そ
が
最
も

ふ
さ
わ
し
い
の
で
あ
っ
て
、
多
数
決
原
理
の
『
盲
目
』
の
支
配
は
好
ま
し
く
な
い
と
す
る
旧
自
由
主
義
の
思
想
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
思
考
の
中
に

二
三
九

（
二
三
九
）
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三
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巻
第
一
号

完
全
に
受
け
継
が
れ
た
」

(
W
.
J
・
モ
ム
ゼ
ン
・
前
掲
書
五
九
頁
）
。

(
3
3
)
W
.
 Steffani, 
a. 
a. 
0., 
S. 
313. 

(
3
4
)
I
b
i
d
 

•• 

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
制
定
と
少
数
者
調
査
権

民
間
憲
法
草
案
と
議
会
調
査
権

H
・
プ
ロ
イ
ス
が
中
心
と
な
っ
た
政
府
の
憲
法
草
案
作
成
開
始
と
相
前
後
し
て
、
民
間
で
も
憲
法
改
正
意
見
や
改
正
案
が
作
成
さ
れ
、

そ
の
数
は
一
五
を
超
え
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
中
か
ら
二
つ
の
例
を
挙
げ
議
会
調
査
権
の
規
定
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

S
・
ゾ
ム
ロ
「
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
典
、
草
案
と
理
由
書
」

(F.
Stier-Somlo, 
D
i
e
 V
e
r
e
i
n
i
g
t
e
n
 Staaten v
o
n
 D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
 

ー

D
e
m
o
k
r
a
t
i
s
c
h
e
R
e
i
c
h
s
r
e
p
u
b
l
i
kー

E
i
n
E
n
t
w
u
r
f
 m
i
t
 B
e
g
r
i
i
n
d
u
n
g
e
n
,
 T
i
i
b
i
n
g
e
n
 1
9
1
9
)
 

国
法
学
者
ゾ
ム
ロ
の
提
案
し
た
本
草
案
の
第
一
四
条
第
二
項
は
、
立
法
機
関
が
「
重
要
な
政
治
的
・
経
済
的
問
題
を
非
党
派
的
に
調
査

(
2
)
 

す
る
」
た
め
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て
い
る
。

「
法
と
経
済
」
協
会
編
「
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
ヒ
憲
法
草
案
」

(
V
e
r
e
i
n
"
 Re
c
h
t
 u
n
d
 W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
 ", 
E
n
t
w
u
r
f
 eii;ier 
Verfas-

s
u
n
g
 d
e
s
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 R
e
i
c
h
e
s
,
 Berlin, 1
9
1
9
)
 

E
・
カ
ウ
フ
マ
ン
、

H
・
ト
リ
ー
ペ
ル
と
い
う
二
名
の
著
名
な
国
法
学
者
の
主
導
の
下
に
作
成
さ
れ
た
本
草
案
は
、
．
帝
国
憲
法
に
お
い(3
)
 

て
は
連
邦
参
議
院
が
帝
国
発
展
の
障
害
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
し
、
連
邦
国
家
原
理
を
維
持
し
つ
つ
も
、
議
会
の
権
限
を
強
化
し
た
。

議
会
調
査
権
に
つ
い
て
は
、
第
三
六
条
で
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
た
。

置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
院
の
協
力
に
よ
っ
て
共
同
の
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
調
査
委
員
会
は
証
人
及
び
鑑
定
人

（口） （イ） (1) 伺

関
法

「
ラ
イ
ヒ
議
会
の
各
議
院
は
事
実
の
調
査
の
た
め
に
委
員
会
を
設

ニ
四

0

（
二
四
0
)



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

(
4
)
 

を
召
喚
、
尋
問
、
及
び
宣
誓
さ
せ
る
権
限
、
な
ら
び
に
裁
判
所
及
び
行
政
庁
の
援
助
を
利
用
す
る
権
限
を
有
す
る
」
。

議
会
調
査
権
の
規
定
を
盛
り
こ
ん
だ
草
案
は
こ
の
二
つ
の
他
に
も
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
民
間
草
案
は
、

も
明
確
な
行
政
統
制
の
定
め
を
持
た
ず
、
調
査
権
の
規
定
が
あ
る
場
合
で
も
少
数
者
調
査
権
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

H
・
プ
ロ
イ
ス
と
議
会
主
義

r
e
g
i
e
r
u
n
g
 u
n
d
 die 
Parteien)

と
い
う
論
説
の
中
で
、
政
府
の
合
議
制
を
提
案
し
、
内
閣
と
し
て
一
体
の
行
動
を
要
求
す
る
議
院
内

(
5
)
 

閣
制
化
の
意
見
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
主
張
は
一
九
一
七
年
の
「
帝
国
憲
法
お
よ
び
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
の
改
正
案
と
そ
の
理
由
」

(Vor,

の
大
臣
責
任
制
と
議
会
に
よ
る
大
臣
不
信
任
制
（
第
一
一
条
第
三
項
、

schliige 
z
u
r
 A
b
i
i
n
d
e
r
u
n
g
 d
e
r
 R
e
i
c
h
s
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
 u
n
d
 d
e
r
 P
r
e
u
s
s
i
s
c
h
e
n
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
,
 n
e
b
s
t
 B
e
g
r
i
i
n
d
u
n
g
)
 

四
項
）
の
明
示
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
プ
ロ
イ

ス
は
議
会
の
中
か
ら
内
閣
を
形
づ
く
る
こ
と
ま
で
は
認
め
て
い
な
い
。
議
会
は
内
閣
に
対
し
て
批
判
し
、

の
政
府
に
つ
い
て
判
定
を
下
す
」
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
帝
国
議
会
の
み
が
、
国
民
代
表
の
ル
ー
ト
で
は
な
く
、
帝
国

(
7
)
 

議
会
と
「
帝
国
参
議
院
の
両
機
関
へ
国
民
の
意
志
を
代
表
さ
せ
る
と
い
う
二
元
的
代
表
ル
ー
ト
が
構
想
さ
れ
て
」
い
た
と
も
い
わ
れ
る
。

す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

一
八
九

0
年
の
「
帝
国
政
府
の
組
織
と
政
党
」

(
D
i
e

O
r
g
a
n
i
s
a
t
i
o
n
 
d
e
r
 
Reichs, 

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
、
議
会
を
官
僚
制
の
有
効
な
統
制
を
行
な
う
機
関
、
真
の
指
導
者
選
出
の
た
め

の
訓
練
と
養
成
の
機
関
と
位
置
づ
け
て
い
た
の
に
対
し
、
プ
ロ
イ
ス
の
方
法
論
か
ら
は
、
明
確
な
形
で
官
僚
制
の
問
題
が
出
て
来
な
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
イ
ス
に
と
っ
て
帝
国
憲
法
改
正
は
、

会
に
関
す
る
論
説
を
発
表
し
て
い
た
。
す
で
に
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
父
と
も
呼
ば
れ
る

H
・
プ
ロ
イ
ス
は
、

(2) 

ニ
四

オ
ー
プ
リ
ヒ
カ
イ
ト
国
家
を
批
判
し
、
国
民
国
家
の
主
体
を
形
成
し

（
二
四
一
）

「
形
成
し
て
は
な
ら
な
い
特
定

の
中
で

一
九
一
八
年
内
務
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
る
ま
で
の
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
議

い
ず
れ



プ
ロ
イ
ス
は
、

一
九
一
八
年
―
一
月
一
四
日
、
ベ
ル
リ
ー
ナ
ー
・
ク
ー
ゲ
プ
ラ
ッ
ト
紙
上
に
、

「
国
民
国
家
か
、
裏
返
し
の
オ
ー
プ
リ

ニ
四
二

こ
の
プ
ロ
イ
ス
一
九
一
七
年
草
案
は
、
直
接
的
な
国
民
代
表
機
関
た
る
性
格
を
与
え
ら
れ
た
帝
国
議
会
に
、

（
二
四
二
）

お
け
る
よ
り
も
、
基
本
的
な
「
優
位
」
を
与
え
て
い
る
。
議
会
の
調
査
権
に
つ
い
て
第
二
七
条
の

a
は
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

「
帝
国
議
会
及
び
帝
国
参
議
院
は
、
司
法
官
吏
の
協
力
の
下
に
証
人
を
宜
誓
の
う
え
尋
問
し
、
帝
国
及
び
支
邦
の
官
庁
に
要
請
し
、
そ

の
行
動
を
監
督
し
、
公
開
の
対
審
を
行
な
う
権
利
を
も
つ
事
実
調
査
委
員
会
を
任
命
す
る
権
限
を
有
す
る
。
こ
の
委
員
会
は
、
帝
国
議

(
9
)
 

会
と
帝
国
参
議
院
が
共
同
で
設
置
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
」

こ
の
第
二
七
条
の

a
は
、
プ
ロ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
責
任
追
求
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
っ
た
が
、

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
よ
っ
て
不
可
欠
の
も
の
と
考
え
ら
れ
た
少
数
者
調
査
権
の
考
え
方
は
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
草

案
は
当
時
の
議
会
主
義
運
動
を
客
観
的
に
代
表
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ヒ
カ
イ
ト
国
家
か
」

(Volksstaat
o
d
e
r
 v
e
r
k
e
h
r
t
e
r
 
Obrigkeitsstaat
●
)
と
い
う
論
説
を
発
表
し
、
ポ
ル
シ
ェ
ビ
ズ
ム
に
も
と
づ
く

(10) 

レ
ー
テ
体
制
を
批
判
・
非
難
し
、
革
命
に
か
わ
っ
て
市
民
階
級
の
参
加
に
よ
る
新
ら
た
な
国
民
国
家
の
形
成
を
主
張
し
た
。

(11) 

彼
は
、
憲
法
草
案
作
成
と
並
行
し
て
「
暫
定
的
国
家
権
力
法
」
の
原
案
作
成
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
。
本
来
「
単
一
制
国
家
」
論

者
だ
っ
た
彼
の
連
邦
区
画
再
編
の
構
想
は
大
き
な
修
正
を
受
け
た
が
、
議
院
内
閣
制
の
主
張
は
ほ
ぼ
採
用
さ
れ
、
成
立
し
た
。

(12) 

号
er
die vorlaufige 
R
e
i
c
h
s
g
e
w
a
l
t
 v
o
m
 
10•Feb. 

1
9
1
9
)
 

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
作
成
過
程
に
お
け
る
プ
ロ
イ
ス
の
主
張
に
つ
い
て
は
次
節
以
下
で
論
及
す
る
。

第
三
三
巻
第
一
号

(
8
)
 

て
い
く
条
件
で
あ
っ
た
。

関
法

(
G
e
s
e
t
z
 

一
八
七
一
年
帝
国
憲
法
に
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ー
、
内
務
省
で
の
憲
法
審
議
と
。
フ
ロ
イ
ス
草
案

憲
法
担
当
大
臣
た
る
内
務
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
た
プ
ロ
イ
ス
は
、
憲
法
草
案
作
成
準
備
の
た
め
の
小
委
員
会
設
置
を
提
案
し
、
こ
の
小
委

員
会
は
一
九
一
八
年
―
二
月
九
日
か
ら
―
二
日
に
か
け
て
内
務
省
で
行
な
わ
れ
た
（
「
予
備
会
巖
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
）
。
小
委
員
会
は

非
公
開
で
あ
り
、

と
呼
ば
れ
、
憲
法
作
業
を
基
本
的
に
決
定
し
、

、こ。

て

"
t

そ
の
後
の
審
議
で
継
続
的
に
論
議
さ
れ
て
い
っ
た
多
く
の
重
要
な
決
定
が
す
で
に
存
在
し

(13) 

ま
さ
に
憲
法
制
定
「
予
備
会
議
」
た
る
性
格
を
有
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

。
フ
ロ
イ
ス
は
、

す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
は
権
威
的
な
旧
王
国
プ
ロ
イ
セ
ン
を
解
体
し
て
こ
れ
を
構
成
す
る
諸
地
域
に
分
割
す
る
こ
と

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
彼
は
、
連
邦
構
成
「
国
」
は
、
も
は
や
国
家
と
し
て
で
は
な
く
自
治
単
位
と
し
て
ラ
イ
ヒ
の
あ
ら
ゆ
る

統
制
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
単
一
国
へ
の
移
行
を
目
ざ
し
て
い
た
。
プ
ロ
イ
ス
は
、

の
い
く
つ
か
の
重
要
な
論
点
で
異
な
っ
た
見
解
を
も
っ
て
い
た
が
、
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
文
字
通
り
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
提
(14) 

案
を
採
用
し
た
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
小
委
員
会
の
審
議
に
も
と
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
一
九
一
九
年
一
月
三
日
の
プ
ロ
イ
ス
第
一
次
草
案

（
「
プ
ロ
イ
ス
前
草
案
」
と
も
呼
ば
れ
る
）
の
規
定
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

一
九
一
九
年
一
月
三
日
プ
ロ
イ
ス
第
一
次
草
案

(
V
o
r
e
n
t
w
u
r
f
z
u
r
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
 d
e
s
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 R
e
i
c
h
s
)
|
E
n
t
w
u
r
f
 I
|
 

「
第
一
―
一
条

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
を
含
む
二
二
人
が
出
席
し
た
。
こ
の
小
委
員
会
は
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
事
実
上
の
「
生
み
の
部
屋
」

ド
イ
ッ
園
民
が
自
己
の
欲
す
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
彼
ら
自
身
の
国
家
を
規
制
す
る
―
つ
の
ま
と
ま
っ
た
有
機
体
を
形
成

各
ド
イ
ッ
支
邦
共
和
国

(Freistaat)

は
左
記
の
原
則
に
も
と
づ
く
ラ
ン
ト
憲
法
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

⑱
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
作
成
と
少
数
者
調
査
権

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
見
解
と
憲
法
上

ニ四一

1-（二
四
三
）



る
。
プ
ロ
イ
ス
は
後
の
憲
法
委
員
会
で
調
査
権
と
少
数
者
保
護
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
力
説
し
、
議
会
の
十
分
な
機
能
発
揮
の
た
め
の
．

大
き
な
意
義
を
少
数
者
調
査
権
に
与
え
る
に
い
た
っ
た
が
、

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
参
加
し
た
討
論
と
、
彼
の
提
案
し
た
草
案
に
も
と
づ
い

て
少
数
者
調
査
権
を
本
草
案
に
お
い
て
は
じ
め
て
明
規
し
た
。
行
政
上
の
処
分
に
つ
い
て
の
合
法
性
、
誠
実
性
が
疑
わ
し
い
場
合
に
調
査

(15) 

委
員
会
を
設
置
す
る
と
い
う
明
確
な
行
政
統
制
の
考
え
も
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
影
響
で
あ
る
。
た
だ
「
事
実
の
調
査
」
と
い
う
概
念
は
、

プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
第
八
二
条
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
プ
ロ
イ
ス
第
一
次
草
案
に
は
、

第
二
項

ラ
イ
ヒ
政
府
の
行
動
も
し
く
は
行
政
上
の
措
置
の
合
法
性
、
誠
実
性
が
疑
わ
し
い
時
に
は
、
ラ
イ
ヒ
議
会
の
各
院
は
事
実
調

査
の
た
め
委
員
会
を
設
置
す
る
権
利
を
有
し
、
議
員
の
五
分
の
一
の
要
求
に
も
と
づ
い
て
委
員
会
を
設
置
す
る
義
務
を
負
う
。
こ
の

委
員
会
は
、
委
員
会
あ
る
い
は
動
議
提
出
者
が
必
要
と
み
な
し
た
証
拠
を
公
開
の
審
理
で
取
調
べ
る
。

第
三
項

す
べ
て
の
裁
判
所
及
び
行
政
官
庁
は
、
証
拠
取
調
に
つ
い
て
の
委
員
会
の
要
請
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

す
べ
て
の
官
庁
の
文
書
は
、
要
求
に
も
と
づ
い
て
調
査
委
員
会
に
提
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

一
九
一
七
年
プ
ロ
イ
ス
草
案
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
少
数
者
調
査
権
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
意
識
的
に
こ
の
文
言
を
避
け
て
き
た
と
も
解
さ
れ
る
の
で

第
一
項
第
四
七
条

⑥

2
⑥
 

（略）

要
求
に
も
と
づ
い
て
委
員
会
を
設
置
す
る
義
務
を
負
う
。

④
 
政
府
の
行
動
も
し
く
は
行
政
上
の
措
置
に
つ
い
て
の
合
法
性
、
誠
実
性
が
疑
わ
し
い
時
に
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
及
び
ゲ
マ
イ
ン
デ
連

合
の
代
表
議
会
及
び
代
表
機
関
は
、
公
開
で
事
実
の
調
査
を
行
な
う
委
員
会
を
設
置
す
る
権
利
を
有
し
、
そ
の
議
員
の
五
分
の
一
の

①

t
③
 

（略）

関
法

第
三
三
巻
第
一
号

ニ
四
四

（
二
四
四
）
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あ
る
が
、
プ
ロ
イ
ス
は
、
そ
れ
を
彼
の
一
九
一
七
年
草
案
で
も
取
り
入
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
プ
ロ
イ
ス
第
一
次
草
案
は
、

調
査
」
と
い
う
旧
来
の
概
念
を
残
し
つ
つ
も
、

。
フ
ロ
イ
ス
第
一
次
草
案
は
閣
議
で
の
検
討
を
経
て
七
三
ヶ
条
か
ら
な
る
プ
ロ
イ
ス
草
案
と
し
て
一
九
一
九
年
一
月
二

0
日
官
報
で
公
表

(16) 

さ
れ
た

(
E
n
t
w
u
r
f
einer V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
 d
e
s
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 R
e
i
c
h
s
)
。
ー
E
n
t
w
u
r
f
I
I
|
 

第
一
次
草
案
第
一
―
一
条
四
号
は
、
そ
の
ま
ま
草
案
第
ニ
一
条
四
号
と
な
り
、
第
四
七
条
は
、
草
案
第
五
二
条
に
な
っ
た
。

2
、
．
政
府
憲
法
草
案

政
府
に
よ
る
憲
法
草
案
説
明
集
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
諸
ラ
ン
ト
代
表
者
会
議
は
、
政
府
の
憲
法
草
案
の
検
討
を
決
定
し
、
政
府
草
案

を
検
討
す
る
小
委
員
会
を
設
置
し
た
。
こ
の
小
委
員
会
に
、

(17) 

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
第
五
五
条
は
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
た
。

ド
イ
ツ
・
ラ
イ
ヒ
憲
法
草
案

(
E
n
t
w
u
t
f
einer V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
 d
e
s
 
D
e
u
t
s
c
h
e
n
 R
e
i
c
h
s
)
|
E
n
t
w
u
r
f
日
1

「
第
五
五
条ラ
イ
ヒ
議
会
は
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
権
利
を
有
し
、
そ
の
議
員
の
五
分
の
一
の
動
議
に
も
と
づ
き
調
査
委
員
会
を
設
置

す
る
義
務
を
負
う
。
こ
の
委
員
会
は
、
委
員
会
あ
る
い
は
動
議
提
出
者
が
必
要
と
み
な
し
た
証
拠
を
公
開
の
審
理
で
取
調
，
ぺ
る
。

第
二
項

第
一
項

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ニ
四
五

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
調
査
概
念
（
行
政
統
制
、
少
数
者
調
査
権
、
公
開
性
）
を
採
り
入
れ

一
九
一
九
年
二
月
一
七
日
提
示
さ
れ
た
の
が
、
第
一
次
政
府
草
案
と
い
わ
れ

す
べ
て
の
裁
判
所
及
び
行
政
官
庁
は
証
拠
取
調
に
つ
い
て
の
委
員
会
の
要
請
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
官

庁
の
文
書
は
こ
の
委
員
会
に
、
要
求
に
も
と
づ
い
て
提
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

こ
の
第
五
五
条
は
、
議
員
の
五
分
の
一
の
動
議
に
よ
る
調
査
委
員
会
の
設
置
と
い
う
点
で
は
プ
ロ
イ
ス
草
案
第
五
二
条
と
同
じ
で
あ
る

（
二
四
五
）

「
事
実
の



第
三
三
巻
第
一
号

「
政
府
に
対
す
る
不
信
任
投

が
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
点
で
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
プ
ロ
イ
ス
の
提
案
し
て
い
た
「
事
実
の
調
査
の
た
め

の
委
員
会
」
が
た
ん
な
る
「
調
査
委
員
会
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
プ
ロ
イ
ス
は
、
た
ん
に
条
文
を
簡
潔
化
し
た
だ

け
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
調
査
は
行
政
統
制
の
た
め
の
措
置
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
可
能
な
か
ぎ
り

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
有
効
に
行
な
わ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
論
議
も
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
「
事
実
の
調
査
」
と
い
う
文
言
が
削
除
さ

(18) 

れ
た
意
義
を
過
少
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
一
次
政
府
草
案
は
、
本
委
員
会
で
の
了
解
を
得
た
う
え
で
若
干
の
変
更
を
加
え
て
国
民
議
会
に
一
九
一
九
年
二
月
ニ
―
日
提
案
さ
れ

(
1
9
)
 

た

(
E
n
t
w
u
r
f
einer V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
 d
e
s
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 R
e
i
c
h
s
)
。
|
E
n
t
w
u
r
f
I
Vー

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
第
二
次
政
府
草
案
で
あ
り
、
第
二
次
政
府
草
案
第
五
五
条
は
、
第
一
次
政
府
草
案
第
五
五
条
と
同
一
で
あ
る
。

3
、
憲
法
委
員
会
案
の
作
成

案
第
五
五
条
を
徹
底
的
に
審
議
し
た
。
そ
こ
で
論
議
さ
れ
た
主
要
な
点
を
い
く
つ
か
挙
げ
れ
ば
、

国
民
議
会
は
、
三
月
四
日
、
憲
法
草
案
逐
条
審
議
の
た
め
憲
法
委
員
会
設
置
を
決
定
し
、
憲
法
委
員
会
は
四
月
八
日
の
会
議
で
政
府
草

ま
ず
、
デ
ル
プ
ル
ュ
ッ
ク
11

シ
ュ
ル
ツ

の
提
案
し
た
動
議
は
、
プ
ロ
イ
ス
草
案
第
五
二
条
（
「
事
実
の
調
査
」
）
を
復
活
せ
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
プ
ロ
イ
ス
の
支

援
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
動
議
は
否
決
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
で
の
討
論
の
中
で
ハ
ウ
ス
マ
ン
議
員
は
、

票
」
が
可
能
な
場
合
に
の
み
調
査
委
員
会
が
活
動
し
う
る
と
い
う
見
解
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、

グ
レ
ー
バ

1
議
員
は
、
調
査
委
員
会
の
設
置
が
「
政
府
に
対
す
る
批
判
」
を
示
め
す
と
い
う
印
象
は
持
た
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
発
言
し

(20) 

た
。
彼
は
、
調
査
委
員
会
の
法
案
準
備
活
動
に
そ
の
「
主
要
な
意
義
」
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
論
議
は
ほ
ぼ
次
の
四
点
に
集
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
①
三
分
の
1

一
に
よ
る
公
開
の
停
止
、
②
議
院
規
則
に
つ
い
て
、

関
法

ニ
四
六

（
二
四
六
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

③
刑
事
訴
訟
法
の
準
用
に
つ
い
て
、
④
信
書
等
の
秘
密
の
不
可
侵
に
つ
い
て
、

憲
法
委
員
会
で
の
審
議
は
六
月
一
八
日
に
終
了
し
、
同
日
、
国
民
議
会
に
た
い
し
憲
法
草
案
に
関
す
る
憲
法
委
員
会
の
報
告
が
な
さ
れ

(21) 

た
。
こ
の
憲
法
委
員
会
で
の
結
論
が
憲
法
委
員
会
案
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

憲
法
委
員
会
草
案

(
E
n
t
w
u
r
f
einer V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
 d
e
s
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 R
e
i
c
h
s
 n
a
c
h
 d
e
n
 Beschliissen 
d
e
s
 
A
c
h
t
e
n
 
(Ver̀
 

f
a
s
s
u
n
g
s
=
)
 
Ausschiisses 
d
e
r
 N
a
t
i
o
n
a
l
v
e
r
s
a
m
m
l
u
n
g
)
 
-
E
n
t
w
u
r
f
 V
ー

_

「
第
三
四
条

第
一
項
、
第
二
項

第
三
項

委
員
会
及
び
委
員
会
の
要
求
に
応
ず
る
官
庁
の
証
拠
取
調
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
を
類
推
適
用
す
る
。
信
書
、

郵
便
、
電
信
、
電
話
の
秘
密
の
保
証
は
こ
れ
に
よ
っ
て
何
ら
影
響
を
受
け
な
い
。
」

4
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
制
定

ニ
四
七

で
あ
る
。
少
数
者
調
査
権
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
空
洞
化

憲
法
委
員
会
の
報
告
を
受
け
た
国
民
議
会
は
、
七
月
二
日
か
ら
第
二
読
会
を
開
い
た
。
七
月
四
日
第
四
六
会
議
で
は
、

ア
グ
ネ
ス
議
員

か
ら
提
案
さ
れ
た
動
議
を
否
決
し
た
。
こ
の
動
議
は
、
第
三
四
条
第
一
項
の
「
議
員
の
五
分
の
一
」
と
い
う
文
言
を
「
五

0
名
の
議
員
」

に
置
き
換
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
提
案
理
由
を
説
明
し
た
ハ
ー
ゼ
議
員
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
議
院
規
則
の
中
で
何
度
も
用
い
ら

れ
て
い
る
「
五

0
名
」
と
い
う
数
を
用
い
た
方
が
実
際
的
で
あ
り
、
内
容
を
何
ら
「
革
命
的
に
」
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
た
。

(22) 

し
か
し
「
五

0
名
」
と
い
う
こ
と
は
少
数
者
の
要
件
を
ほ
ぼ
半
分
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
賛
成
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

第
三
読
会
は
、
七
月
二
九
日
か
ら
一
―
―
―
日
ま
で
開
か
れ
た
が
、
二
九
日
の
討
論
の
中
で
、

1
1
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
第
一
項
、
第
二
項
と
同
じ

す
べ
き
で
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

カ
ッ
チ
ェ
ン
シ
ュ
ク
イ
ン
議
員
は
、
少
数
者

（
二
四
七
）



信
書
、
郵
便
、
電
信
及
び
電
話
の
秘
密
は
影
響
を
受
け
な
い
。
」

公
署
の
文
書
は
こ
れ
を
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
項

数
は
議
事
規
則
に
よ
っ
て
定
め
る
。

第
一
項

第
三
三
巻
第
一
号

権
の
尊
重
は
、
進
歩
的
議
会
主
義
の
本
質
で
あ
る
と
し
、
多
数
者
統
治
と
し
て
の
民
主
主
義
は
、
少
数
者
の
生
き
生
き
し
た
活
動
に
対
す

(23) 

る
権
利
と
の
調
和
の
中
に
成
り
立
つ
と
発
言
し
て
い
る
。
国
民
議
会
は
七
月
＝
―
-
日
憲
法
草
案
を
議
決
し
、
こ
こ
に
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
が

成
立
し
た
。
そ
の
第
三
四
条
第
一
項
と
第
二
項
は
憲
法
委
員
会
草
案
第
三
四
条
第
一
項
、
第
二
項
と
同
文
で
あ
り
、
第
三
項
が
字
句
上
の

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法

(
D
i
e
V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
 d
e
s
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 R
e
i
c
h
s
 v
o
m
 11. 
A
u
g
u
s
t
 1
9
1
9
)
 

「
第
三
四
条

第
三
項

ド
イ
ツ
・
ラ
イ
ヒ
議
会
は
、
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
権
利
を
有
し
、

か
つ
、
そ
の
議
員
の
五
分
の
一
の
動
議
が
あ
れ
ば
、

こ
れ
を
設
置
す
べ
き
義
務
を
負
う
。
こ
の
委
員
会
は
、
議
事
を
公
開
し
て
同
委
員
会
ま
た
は
右
の
動
議
提
出
者
が
必
要
と
認
め
る
証
拠

を
取
調
べ
る
。
公
開
は
、
調
査
委
員
会
が
三
分
の
二
の
多
数
で
、
こ
れ
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
委
員
会
の
調
査
手
続
及
び
委
員

裁
判
所
及
び
行
政
官
庁
は
、
こ
の
委
員
会
の
証
拠
調
の
請
求
に
応
ず
べ
き
義
務
を
負
う
。
委
員
会
の
要
求
が
あ
る
時
は
、
官

委
員
会
及
び
そ
の
請
求
を
受
け
た
官
公
署
の
証
拠
調
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
の
諸
規
定
を
類
推
適
用
す
る
け
れ
ど
も
、

(

1

)

小
林
昭
三
『
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
制
の
成
立
』
八
五
頁
以
下
参
照
。

Vgl.
W
.
 Jellinek, 
Revolution u
n
d
 R
e
i
c
h
s
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
`
J
o
R
 Bd. 

IX., 1
9
2
0
,
 
S. 
1
2
3
.
 

(
2
)
W
・
S
t
e
f
f
a
n
i
,
 D
i
e
 Untersuchungsausschiis器

des
P
r
e
u
B
i
s
c
h
e
n
 L
a
n
d
t
a
g
e
s
 zur 
Zeit 
der W
e
i
m
a
r
e
r
 Republik, 
1
9
6
0
,
 
S. 

修
正
を
加
え
ら
れ
て
い
た
。

関
法

ニ
四
八

（
二
四
八
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

ニ
四
九

78. 

(3)E•Kaufmann, 

D
i
e
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
e
n
t
w
u
r
f
 d
e
s
 V
e
r
e
i
n
s
^
R^
e
c
h
t
 u
n
d
 W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
 ", 
R
e
c
h
t
 u
n
d
 W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
 
1919, 
Nr. 
3, 

S. 
46££ 
;
 K. B
i
n
d
i
n
g
,
 D
e
r
 E
n
t
w
u
r
f
 einer V
e
d
a器
u
n
g
d
e
s
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 Reichs, 
R
e
c
h
t
 u
n
d
 W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
 1919, 
Nr. 4, 
S. 6lff. 

(
4
)
W
.
 Steffani, 
a. 
a. 
0., 
S. 
78. 

(
5
)
H
.
 Preuss, 
D
i
e
 O
r
g
a
n
i
s
a
t
i
o
n
 d
e
r
 R
e
i
c
h
s
r
e
g
i
e
r
u
n
g
 u
n
d
 die 
Parteien, 
1890. 
i
n
"
d
e
r
s
e
l
b
e
n
,
 Staat, R
e
c
h
t
 u
n
d
 Freiheit, 

s. 172££.
ま
た
同
書
に
お
さ
め
ら
れ
た
一
八
九
一
年
の
「
社
会
民
主
主
義
と
議
会
主
義
」
(
D
i
e
S
o
z
i
a
l
d
e
m
o
k
r
a
t
i
e
 u
n
d
 P
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
m
u
s
)
 

も
彼
の
議
会
主
義
に
つ
い
て
の
見
解
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

V
gl., 
H
.
 P
r
e
u
s
s
 a. 
a
.
0
.＂
s. 
144££. 

(
6
)
H
.
 Preuss, 
a. 
a. 
0., 
S. 
290££. 

(
7
)
鳥
居
喜
代
和
「
ブ
ー
ゴ
ー
・
プ
ロ
イ
ス
の
憲
法
構
想
＇
~
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
制
定
に
お
け
る
法
思
想
の
一
側
面
」
立
命
館
法
学
一
四
九
号
八
四

頁
、
一
―
二
頁
。
ま
た
、
小
林
昭
三
「
一
九
一
九
年
ド
イ
ツ
の
『
暫
定
的
国
家
権
力
』
法
に
つ
い
て
」
早
稲
田
政
治
経
済
学
雑
誌
二
五

0
・
ニ
五

一
合
併
号
五
七
頁
、
七
一
ー
七
二
頁
参
照
。

(

8

)

プ
ロ
イ
ス
は
、
今
な
お
「
ド
イ
ツ
の
国
家
状
況
を
規
定
し
つ
づ
け
て
い
る
『
旧
領
邦
的
オ
ー
プ
リ
ヒ
カ
イ
ト
国
家
』
に
、
ド
イ
ッ
政
治
の
最
大

の
問
題
点
を
み
た
の
で
あ
る
」
（
若
尾
祐
司
「
フ
ー
ゴ
ー
・
プ
ロ
イ
ス
政
治
思
想
の
一
考
察
~
十
九
世
紀
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ド
イ
ツ
の
立
憲
制
と

地
方
自
治
に
つ
い
て
ー
~
」
琉
大
法
学
一
六
号
二
五
頁
、
三
一
頁
）
。
プ
ロ
イ
ス
は
、
政
治
的
積
極
的
意
志
創
出
の
条
件
と
し
て
憲
法
を
位
置
づ

け
、
国
民
国
家
へ
の
展
望
を
き
り
ひ
ら
こ
う
と
し
て
い
た

(
Vgl, 
Preuss, 
a. 
a. 
0., 
S. 
2
9
7
.
)

。
詳
し
く
は
、
鳥
居
•
前
掲
一
0
二
頁
参
照
。

(
9
)
H
.
 P
r
e
u
s
s
`
a
.
 
a. 
0., 
S. 
320. 

(
1
0
)
H
.
 Preuss, 
Volksstaat o
d
e
r
 v
e
r
k
e
h
r
t
e
r
 
O
b
r
i
g
k
e
i
t器
taat
●

i
n
"
a
.
a. 
0., 
S. 
365££. 

(

1

1

)

小
林
・
前
掲
五
七
頁
以
下
参
照
。

(
1
2
)
H
.
 Triepel, 
Q
u
e
l
l
e
n
s
a
m
m
l
u
n
g
 z
u
m
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 Reichsstaatsrecht, 5Aufl••1931, 

S. 
16£; 
vgl. 
W
.
 Jellinek, a. 
a. 
0., 
S. 

32. 

(
1
3
)
W
.
 Jellinek̀
a. 
a. 
0., 
S. 
46ff; 
E. 
R
 Hu
b
e
r
,
 D
e
u
t
s
c
h
e
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 seit 
1789, 
B
d
.
 V
.
 
1978, 
S. 
1178££. 

(
1
4
)こ
の
草
案
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
v
g
l
•
H
.
Triepel, 
a. 
a.0., s. 
6ff.
六
八
ケ
条
か
ら
な
る
こ
の
草
案
（
但
し
第
四
六
条
が
欠
け
て
い
た
）

に
は
、
本
文
に
述
ぺ
た
特
徴
の
ほ
か
、
基
本
権
規
定
が
三
ヶ
条
し
か
な
い
こ
と
な
ど
後
の
草
案
と
比
べ
て
も
注
目
す
ぺ
き
点
が
多
々
あ
っ
た
が
、

（
二
四
九
）



が
ほ
ぼ
集
約
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

囮

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
と
少
数
者
調
査
権

第
三
三
巻
第
一
号

（
二
五
0
)

詳
し
く
は
、

vgl.
W
.
 Jellinek, 
a. 
a. 
0., 
S. 
4
6
£
;
 E. R•Huber, 

a. 
a. 
0., 
S. 
1179£. 

(
1
5
)
W
.
 J. 
W
o
m
m
s
e
n
,
 M
a
x
 W
e
b
e
r
 u
n
d
 die 
D
e
u
t
s
c
h
e
 Politik 
1890-1920, 
2Aufl., 
1974, 
S. 
388. 

(
1
6
)本
草
案
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
v
g
l
•
H
.
Triepel, 
a. 
a. 
0., 
S. 
!Off.

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

vgl.
W
.
 Jellinek, 
S. 
4
7
£
;
 
E. 
R. 

H
u
b
e
r
,
 a. 
a. 
0.

s`. 
1181. 

(17)Vgl•H. 

Triepel, 
a. 
a. 
0., 
S. 
17££; 
W
.
 Jellinek, 
a. 
a. 
0., 
S. 
4
8
£
;
 
E. R•Huber, 

a. 
a. 
0., 
S. 
1183£.

小
林
・
前
掲
書
九

八
頁
以
下
も
参
照
。

(
1
8
)
W
.
 Steffani, 
a. 
a. 
0., 
S. 
78£・ 

(19)Vgl•H. 

T
r
i
e
p
e
l
`
a
.
 
a. 
0., 
S. 
27££; 
E. 
R. H
u
b
e
r
,
 a. 
a. 
0., 
S. 
1
1
8
4
;
 
W
.
 Jellinek, 
a. 
a. 
0., 
S. 
49£. 

(
2
0
)
V
g
l
.
 W
.
 Steffani, 
a. 
a. 
0., 
S. 
79£; 
E. R•Huber, 

a. 
a. 
0., 
S. 
1
1
9
0
£
;
 W
.
 Jellinek, 
a. 
a. 
0., 
S. 
50£・ 

(
2
1
)
H
.
 Triepel, 
a. 
a. 
0., 
S. 
38££. 

(
2
2
)
V
e
r
h
a
n
d
l
u
n
g
e
n
 d
e
r
 v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
g
e
b
e
n
d
e
n
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 N
a
t
i
o
n
a
l
v
e
r
s
a
m
m
l
u
n
g
,
 
B
d
.
 
327, 
S. 
1290£. 

(
2
3
)
I
b
i
d
.
,
 B
d
.
 
328, 
S. 
2074££; 
E. R•Huber, 

a. 
a. 
0., 
S. 
1
1
9
1
 ;
 W
.
 Jellinek, 
a. 
a. 
0., 
51£. 

(
1
)
 

ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
「
実
質
的
に
は
帝
政
国
家
の
延
長
で
あ
っ
た
」
と
す
る
見
方
も
あ
る
が
、
議
会
の

権
限
が
拡
大
さ
れ
、
議
会
制
民
主
主
義
的
な
制
度
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
争
い
の
余
地
は
な
い
。

(
2
)
 

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
基
本
的
性
格
と
第
三
四
条
の
法
的
性
格
の
論
議
に
つ
い
て
は
、
そ
の
概
要
を
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
の
で
、
本
節

で
は
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
を
少
数
者
調
査
権
と
い
う
角
度
か
ら
再
度
検
討
す
る
。
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
以
下
に
国
事
裁
判

所
の
二
つ
の
判
決
と
第
三
四
回
ド
イ
ッ
法
律
家
会
議
で
の
論
議
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
少
数
者
調
査
権
に
つ
い
て
の
当
時
の
見
解

関
法

二
五
0



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

二
五

＂ー、ー,1し国
事
裁
判
所
は
、

国
事
裁
判
所
と
少
数
者
調
査
権

ン
ト
間
の
私
法
的
で
な
い
争
議
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
ラ
ン
ト
内
の
憲
法
争
議
に
つ
い
て
ラ
ン
ト
内
に
こ
れ
を
解
決
す
べ
き
裁
判
所
が
な

(
3
)
 

い
場
合
に
憲
法
判
断
を
行
な
う
裁
判
所
で
あ
る
（
同
第
一
九
条
等
参
照
）
。
本
稿
で
は
、
国
事
裁
判
所
が
、
議
会
調
査
権
の
問
題
を
取
り
扱

っ
た
二
つ
の
事
件
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
、
そ
の
内
容
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

(
4
)
 

一
九
ニ
―
年
七
月
ニ
―
日
の
国
事
裁
判
所
判
決

〔
事
実
の
概
要
〕

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
〇
八
条
に
も
と
づ
き
設
置
さ
れ
る
裁
判
所
で
あ
り
、
ラ
イ
ヒ
と
ラ
ン
ト
と
の
間
、
ま
た
は
ラ

(
B
i
i
r
g
e
r
s
c
h
a
f
t
ー
下
院
）

一
九
一
八
年
の
革
命
ま
で
権
力
の
担
い
手
は
参
事
会

(
S
e
n
a
t
ー
上
院
）
と
民
会

の
両
者
で
あ
り
、

(
5
)
 

レ
ー
メ
ン
憲
法
は
、
立
法
権
を
民
会
の
み
に
移
行
し
（
第
五
六
条
）
、
参
事
会
構
成
員
は
民
会
の
信
任
を
必
要
と
し
、

民
会
の
信
任
を
失

っ
た
場
合
に
は
退
職
せ
ね
ば
な
ら
な
い
（
第
五
三
条
）
と
定
め
、
参
事
会
の
貴
族
的
地
位
を
廃
止
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
調
査
権
は
憲
法

あ
る
事
件
に
つ
い
て
民
会
は
委
員
会
を
設
置
し
、
多
数
の
人
々
の
出
頭
を
求
め
た
が
、
あ
る
者
は
出
頭
に
応
ぜ
ず
、
調
査
は
必
ず
し
も

実
効
的
に
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
調
査
委
員
会
に
法
的
根
拠
を
有
す
る
強
制
手
段
が
与
え
ら
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
と
し
、

0
年
七
月
―
―

10日
、
民
会
は
四
三
対
四

0
で
次
の
よ
う
な
決
議
を
行
な
っ
た
。

民
会
が
設
置
す
る
調
査
委
員
会
は
、
必
要
と
み
な
し
た
証
拠
を
自
ら
で
、
あ
る
い
は
、
裁
判
所
又
は
行
政
官
庁
へ
の
依
頼
と
い
う
手
段

「

1
、
民
会
の
調
査
委
員
会
に
関
す
る
法
律

の
規
定
上
明
文
化
さ
れ
な
か
っ
た
。

）
の
両
者
は
同
等
の
権
力
を
持
つ
機
関
と
さ
れ
て
い
た
。

（
二
五
一
）

一
九

一
九
二

0
年
五
月
一
八
日
の
プ

自
由
ハ
ン
ザ
都
市
プ
レ
ー
メ
ン
．
の
憲
法
に
よ
れ
ば
、

ーヽ



っ
た
。
同
様
の
規
定
は
、
諸
ラ
ン
ト
の
憲
法
に
も
み
ら
れ
る
（
例
、

一
八
五

0
年
一
月
三
一
日
の
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
第
八
二
条
）
。

し

か

ヒ
し
、
ィ

一
八
四
八
年
に
幾
分
情
況
が
変

〔
理
由
〕

憲
法
に
違
反
す
る
。

〔判

旨〕

第
三
三
巻
第
一
号

で
取
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
証
拠
取
調
の
依
頼
に
プ
レ
ー
メ
ン
の
官
庁
は
応
ず
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
、
行
政
官
庁
は
そ
の
文
書
を

委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
委
員
会
の
調
査
、
及
び
委
員
会
に
よ
っ
て
依
頼
さ
れ
た
官
庁
の
調
査
に
対
し
て
は
、
信
書
、
郵

便
、
電
信
、
電
話
の
秘
密
を
留
保
し
て
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
が
類
推
適
用
さ
れ
る
。

2
、
第
三
五
条
の

a
の
「
委
員
会
」
の
議
事
規
則
で
以
下
の
こ
と
を
規
定
す
る
。

調
査
委
員
会
は
民
会
議
員
の
五
分
の
一
の
動
議
に
も
と
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
。
」

参
事
会
は
ラ
イ
ヒ
暫
定
国
事
裁
判
所
に
、
こ
の
決
議
は
、
プ
レ
ー
メ
ン
憲
法
第
六

0
条
、
第
六
一
条
、
及
び
第
二
九
条
に
違
反
し
て
い

る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
た
。

調
査
委
員
会
に
関
す
る
法
律
等
に
つ
い
て
の
民
会
の
一
九
二

0
年
七
月
―
―

10日
の
決
議
は
、

議
会
の
権
限
に
属
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
委
員
会
が
調
査
を
行
な
う
こ
と
は
議
会
の
権
利
で
あ
る
。
こ
の
権
利
は
、

五
日
の
ザ
ク
セ
ン
・
ワ
イ
マ
ー
ル
・
ア
イ
ゼ
ナ
ッ
ハ
憲
法
第
九
一
条
で
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
じ
め
て
明
文
化
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
大
部
分

の
等
族
国
家
で
は
、

不
正
除
去
の
訴
え
は
、
領
主
あ
る
い
は
政
府
へ
の
異
議
申
立
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

一
八
四
九
年
帝
国
憲
法
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
憲
法
ー
ー
＇
筆
者
註
）
は
第
九
九
条
で
帝
国
議
会
に
事
実
の
調
査
権
を
認
め
る
に
い
た

し
、
こ
の
権
限
に
よ
っ
て
委
員
会
が
何
ら
か
の
権
力
的
作
用
（
例
え
ば
証
人
の
召
喚
、
文
書
請
求
等
ー
筆
者
註
）
を
行
使
し
う
る
か
否

関
法

一
八
一
六
年
五
月

一
九
二

0
年
五
月
一
八
日
の
プ
レ
ー
メ
ン

二
五
二

（
二
五
二
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

一
八
五
二
年
八
月
七
日
の
バ
ル
デ
ッ
ク
憲
法
第
六
四
条
は
、
ラ
ン
ト
議
会
が
事
実
を
解
明
す
る
た
め
、
な
ら
び
に
審
議

準
備
の
た
め
に
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て
い
た
。

は
存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
委
員
会
の
設
置
権
を
明
文
化
す
る
た
め
の
提
案
は
拒
否
さ
れ
、
可
決
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。

調
査
権
を
、
憲
法
改
正
法
で
な
い
通
常
の
法
律
に
よ
っ
て
議
会
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
憲
法
上
の
問
題
と

し
て
は
こ
れ
ま
で
争
わ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
委
員
会
を
設
置
す
る
と
い
う
権
利
そ
の
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
代
表
議
会
が
当
然

の
権
利
と
し
て
所
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
国
法
学
は
、
調
査
権
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

政
府
の
措
置
に
対
す
る
議
会
の
統
制
権
は
原
則
的
に
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。
シ
ュ
ル
ツ
ェ
‘

ア
ン
シ
ュ
ッ
ツ
等
は
、
ラ
ン
ト
議
会
に
行
政
の
全
分
野
の
統
制
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
が

cht, 
B
d
.
 1
,
 
S. 
4
7
9
 ;
 M
e
y
e
r
1
1
A
n
s
c
h
u
t
z
,
 L
e
h
r
b
u
c
h
 d
e
s
 S
t
a
a
t
s
r
e
c
h
t
,
 
§
 9
6
,
 
S. 
3
3
1
)

、
(
S
c
h
u
l
z
e
,
 
D
e
u
t
s
c
h
e
s
 
Staatsre, 

ア
ン
シ
ュ
ッ
ツ
は
、
統
制
権
を
質
問

権
及
び
資
料
請
求
権
と
い
う
形
に
お
い
て
の
み
承
認
す
る

(
K
o
h
l
e
r
s
E
n
z
y
k
l
o
p
a
d
i
e
,
 
B
d
.
 4
,
 
S. 

144)。
ド
イ
ツ
帝
国
の
調
査
権
の

特
色
は
、
事
実
の
調
査
権
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
証
言
の
強
制
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
S
e
y
d
e
l
,
K
o
m
m
e
n
t
a
r
,
 A
r
t
.
 2
3

日）。

ラ
ー
バ
ン
ト
も
、
帝
国
議
会
は
調
査
委
員
会
を
設
置
し
う
る
け
れ
ど
も
、
証
人
を
尋
問
し
た
り
、
宜
誓
さ
せ
た
り
す
る
権
利
を
有
し
な
い

と
主
張
し
た

(
S
t
a
a
t
s
r
e
c
h
t
,
B
d
.
 1
`
§
 
3
3
;
 d
e
r
s
e
l
b
e
,
 
D
J
N
.
 1
9
1
3
,
 
S. 
6
0
5
)
。

し
た
が
っ
て
、
調
査
委
員
会
は
議
会
の
権
限
に
の
み
属
す
る
事
項
を
審
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
事
実
の
み
を
調
査
・
確
定

し
、
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
行
政
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
。
調
査
委
員
会
は
個
々
の
特
定
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、
そ
の
必

要
に
応
じ
て
設
置
さ
れ
る
。
委
員
会
は
高
権
的
・
権
力
的
権
限
を
（
明
文
の
規
定
の
な
い
か
ぎ
り
1

筆
者
註
）
有
し
な
い
。
本
件
決
議

は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
二
四
条
に
な
ら
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
ラ
ン
ト
で
は
憲
法
上
に
類
似
の
規
定
が
み
ら
れ
る
。

か
は
争
わ
れ
た
。

二
五
三

（
二
五
三
）

一
八
七
一
年
四
月
一
六
日
の
帝
国
憲
法
に
は
調
査
委
員
会
の
規
定



第
三
三
巻
第
一
号

ま
ず
、
調
査
委
員
会
の
設
置
そ
れ
自
体
ー
ー
＇
つ
ま
り
委
員
会
に
そ
の
任
務
遂
行
の
た
め
に
与
え
ら
れ
た
権
力
的
手
段
を
別
に
す
れ
ば

ー
は
、
プ
レ
ー
メ
ン
憲
法
に
違
反
し
な
い
。
憲
法
上
、
委
員
会
の
設
置
を
禁
ず
る
明
文
の
規
定
は
存
在
し
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
委
員

会
の
設
置
を
禁
ず
る
慣
行
も
な
い
。
憲
法
上
設
置
が
認
め
ら
れ
る
こ
の
委
員
会
は
、
前
述
の
国
法
学
上
の
原
則
に
従
い
、
憲
法
上
民
会
の

権
限
に
属
す
る
事
項
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
て
設
置
さ
れ
、
事
実
の
み
を
解
明
し
、
か
つ
確
定
す
る
。

し
か
し
本
件
法
律
は
、
委
員
会
に
広
範
囲
に
わ
た
る
権
限
を
帰
属
せ
し
め
、
そ
こ
で
与
え
ら
れ
た
権
限
は
、
高
権
的
・
権
力
的
性
格
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
憲
法
の
権
力
分
立
原
則
に
違
反
す
る
。
こ
の
原
則
は
、
憲
法
改
正
の
手
続
に
よ
っ
て
の
み
変
更
し
う

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
民
会
内
の
多
数
者
で
決
議
し
た
法
律
に
よ
り
、
自
ら
に
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
権
限

を
委
員
会
に
委
ね
る
権
利
を
民
会
が
有
し
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
当
裁
判
所
は
、
本
法
律
全
体
を
一
体
の
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
憲

法
違
反
と
み
な
す
。

議
事
規
則
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
「
調
査
委
員
会
は
、
民
会
構
成
員
の
五
分
の
一
の
動
議
に
も
と
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
」
と
い
う
規
定
も

憲
法
に
矛
盾
す
る
。
民
会
の
決
議
は
、
憲
法
第
二
九
条
に
も
と
づ
き
単
純
多
数
決
で
行
な
わ
れ
る
。
立
法
上
別
の
表
決
方
法
は
定
め
ら
れ

て
い
な
い
。
民
会
が
、
そ
の
構
成
員
の
五
分
の
一
の
要
求
に
よ
っ
て
一
定
の
措
置
を
採
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
憲
法
の
こ

の
条
項
に
違
反
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
決
議
の
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
憲
法
改
正
（
第
五
八
条
）
に
よ
っ
て
の
み
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

〔
事
実
の
概
要
〕

2 ヽ

(
6
)
 

一
九
二
二
年
一
月
ニ
一
日
の
国
事
裁
判
所
判
決

関
法

二
五
四

（
二
五
四
）



、こ。

て
し

t
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

二
五
五

議
員
は
、

一
九

る
と
い
う
動
議
を
提
出
し
た
。
こ
の
動
議
は
、

一
九
一
九
年
九
月
二
五
日
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
憲
法
第
八
条
第
二
項
は
、

そ
の
議
員
の
五
分
の
一
の
動
議
に
も
と
づ
い
て
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
義
務
を
負
う
」
と
定
め
て
い
る
。

一
九
二

0
年
七
月
八
日
、

決
定
し
た
。
そ
の
後
、

ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
・
ラ
ン
ト
議
会
で
、
バ
ツ
ィ
ラ
議
員
他
二
六
名
の
議
員
は
、

ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
憲
法

第
八
条
第
二
項
に
も
と
づ
き
、
ラ
ン
ト
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
詳
細
な
調
査
を
行
な
う
―
二
名
の
委
員
か
ら
な
る
調
査
委
員
会
を
設
置
す

一
九
二

0
年
七
月
一
四
日
、
ラ
ン
ト
議
会
の
議
決
に
よ
り
他
の
動
議
と
と
も
に
憲
法
委
員

会

(
S
t
a
a
t
s
r
e
c
h
t
l
i
c
h
A
u
s
s
c
h
u
B
)

に
付
託
さ
れ
た
。
同
委
員
会
は
決
定
を
行
な
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
バ
ツ
ィ
ラ
議
員
他
一
九
名
の

一
九
ニ
―
年
一
＿
一
月
ニ
―
日
、
ラ
ン
ト
議
会
に
、
ラ
ン
ト
議
会
は
ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
憲
法
第
八
条
第
二
項
に
も
と
づ
き
、

一
八
年
―
一
月
以
降
ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
行
政
に
お
い
て
当
然
に
問
題
と
さ
れ
て
然
る
べ
き
行
政
上
の
行
為
に
つ
い
て
調
査
す
る
任
務
を

持
つ
九
人
の
委
員
か
ら
な
る
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
を
決
議
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
動
議
を
提
出
し
た
。

一
九
ニ
―
年

三
月
二
三
日
、
ラ
ン
ト
議
会
は
こ
の
動
議
を
憲
法
委
員
会
に
付
託
し
た
。
委
員
会
は
七
対
三
で
こ
の
動
議
が
憲
法
第
八
条
に
違
反
す
る
と

二
名
の
議
員
が
バ
ツ
ィ
ラ
動
議
に
同
意
し
た
（
一
九
―
―
―
年
七
月
二
二
日
の
審
議
）
。

一
九
ニ
―
年
七
月
二
二
日
、

ラ
ン
ト
議
会
は
憲
法
委
員
会
の
決
定
を
承
認
し
た
。

そ
こ
で
バ
ツ
ィ
ラ
議
員
他
、
一
九
ニ
―
年
三
月
ニ
―
日
の
動
議
署
名
者
の
所
属
す
る
人
民
党

(
B
i
i
r
g
e
r
p
a
r
t
e
i
)

及
び
バ
イ
エ
ル
ン
同

盟
は
、
議
長
に
よ
り
代
表
さ
れ
る
ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
・
ラ
ン
ト
議
会
な
ら
び
に
ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
大
統
領
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
ヴ

ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
邦
共
和
国

(
F
r
e
i
s
t
a
a
t
)

を
相
手
方
と
し
て
、
二
四
名
の
議
員
の
署
名
し
た
申
請

(
A
n
t
r
a
g
)

を
ラ
イ
ヒ
国
事
裁
判
所

に
提
出
し
た
。
こ
の
中
で
、
ラ
ン
ト
議
会
に
よ
る
、
調
査
委
員
会
設
置
動
議
の
否
決
は
、
憲
法
第
八
条
第
二
項
に
違
反
す
る
と
主
張
さ
れ

（
二
五
五
）

「
ラ
ン
ト
議
会
は
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
権
利
を
有
し
、



を
ラ
イ
ヒ
国
事
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
理
由
〕

第
三
三
巻
第
一
号

調
査
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
一
九
ニ
―
年
三
月
ニ
―
日
の
バ
ツ
ィ
ラ
動
議
を
否
決
し
た
一
九
ニ
―
年
七
月
二
二
日
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ

ル
ク
・
ラ
ン
ト
議
会
の
決
定
は
、

ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
憲
法
第
八
条
第
二
項
に
違
反
し
な
い
。

一
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
九
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
「
申
請
」
は
、
ラ
ン
ト
政
府
や
ラ
ン
ト
議
会
に
よ
っ
て
の
み
提
起
し
う
る
も
の

で
は
な
く
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
ラ
ン
ト
議
会
の
一
部
で
も
ー
|
'
ラ
ン
ト
議
会
会
派
あ
る
い
は
ラ
ン
ト
議
会
議
員
ー
_
—
申
請

を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
憲
法
第
八
条
は
、
ラ
ン
ト
議
会
の
議
員
の
あ
る
一
定
部
分
1

議
員
の
五
分
の
一
の
少

数
者
ー
に
調
査
委
員
会
設
置
を
要
求
す
る
権
利
を
明
白
に
与
え
て
い
る
。
本
件
申
請
は
、
ラ
ン
ト
議
会
の
決
定
に
よ
っ
て
憲
法
上
の
こ

の
少
数
者
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
ラ
ン
ト
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
少
数
者
権
の
侵
害
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
そ
の
保
障

二
、
本
件
に
お
け
る
申
請
の
相
手
方
と
し
て
誰
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
疑
問
の
余
地
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
形
式
的
に
は

ラ
ン
ト
議
会
が
本
動
議
を
否
決
し
て
い
る
の
で
、
相
手
方
と
し
て
は
ラ
ン
ト
議
会
が
考
え
ら
れ
る
。
ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
憲
法
第
一
八
条

に
よ
れ
ば
、
外
部
に
対
し
て
の
議
会
の
代
表
は
議
長
の
任
務
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ラ
ン
ト
議
会
の
議
長
が
本
件
手
続
上
、
ラ
ソ
ト
議
会

の
代
表
と
み
な
さ
れ
る
。

ラ
イ
ヒ
国
事
裁
判
所
判
決
の
執
行
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
九
条
第
二
項
に
よ
り
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
権
限
に
属
し
て
い
る
。
強
制

手
段
は
、
・
ラ
ン
ト
に
対
し
て
の
み
存
在
し
、
ラ
ン
ト
の
個
々
の
人
、
官
庁
、
機
関
に
対
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
外
部
に
対
し

て
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
・
ラ
ン
ト
の
法
上
の
代
表
は
、
ラ
ン
ト
議
会
で
は
な
く
て
、
ラ
ン
ト
大
統
領
で
あ
る
（
ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
憲

〔判

旨〕
関
法

二
五
六

（
二
五
六
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

れ
て
は
な
ら
な
い
。

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
同
時
に
、

ハ
ウ
ス
マ
ン
議
員
等
の
意
見
が
あ
る
ー
筆
者
註
）
。

二
五
七

ク
議
員
、

ラ
ン
ト
議
会
は
、
本
動
議
に
つ
い
て
決
定
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、

事
実

、。
'
>
 

法
第
一
―
―
―
一
条
）
。

そ
れ
ゆ
え
、
本
件
に
お
い
て
は
、

ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
・
ラ
ン
ト
が
相
手
方
と
し
て
本
手
続
に
関
与
す
べ
き
で
あ
る
。

三
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
憲
法
第
八
条
第
二
項
に
よ
れ
ば
、
ラ
ン
ト
議
会
は
、
議
員
の
五
分
の
一
が
設
置
を
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
九
ニ
―
年
七
月
二
二
日
に
は
一
〇
一
名
の
議
員
が
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
調
査
委
員
会
の
設
置
動
議
は

二
0
名
よ
り
多
い
議
員
(

1

1

―
名
以
上
ー
筆
者
註
）
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
提
出
さ
れ
た
動
議
は
二

0
名
の
署
名
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ラ
ン
ト
議
会
議
長
が
一
九
二
二
年
七
月
二
二
日
に
報
告
し
た
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
二
名
の
議
員
が
議
会
の
最
終
決
定
以
前
に
こ
の
動
議
に
加
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
二
名
の
動
議
へ
の
参
加
が
い
つ
行
な
わ
れ
た

か
議
事
録
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
二
名
が
後
か
ら
動
議
に
加
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
異
議
は
議
会
で
申
し
立
て
ら
れ
て
は
い
な

い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
ラ
ン
ト
議
会
が
単
純
多
数
決
で
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
ポ
ッ

上
、
動
議
の
事
後
的
補
正
の
許
容
性
を
承
認
し
た
。

一
九
ニ
―
年
一
一
一
月
ニ
―
日

四
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
憲
法
第
八
条
第
二
項
は
、
そ
の
議
員
の
五
分
の
一
の
動
議
に
ラ
ン
ト
議
会
は
無
条
件
に
義
務
づ
け
ら
れ
、

「
調
査
委
員
会
」
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
る
。
こ
こ
で
は
調
査
の
特
定
の
対
象
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
明
文
上
要
求
さ

こ
の
こ
と
は
、

「
調
査
委
員
会
」
は
特
定
の
事
実
に
対
し
て
の
み
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
ら

ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
憲
法
第
八
条
の
成
立
史
の
み
な
ら
ず
、
委
員
会
の
目
的
、
ラ
ン
ト
議
会
な
ら
び
に
そ
の
他
の
機
関

に
対
す
る
委
員
会
の
関
係
か
ら
も
生
ず
る
。
憲
法
第
八
条
第
二
項
の
成
立
過
程
に
お
い
て
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
を
模
範
と
す
べ

（
二
五
七
）



て
明
示
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
。

第
三
三
巻
第
一
号

う
共
通
の
一
般
的
性
格
か
ら
、

一
九
一
九
年
三
月
四
日
に
は
「
ラ
イ
ヒ
新
憲
法
草
案
第
五
五
条
（
政
府
草
案
第
五
五

条
＇
~
筆
者
註
）
に
一
致
す
る
改
正
を
憲
法
中
に
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
動
議
も
承
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

(
7
)
 

憲
法
制
定
国
民
議
会
で
の
審
議
で
現
在
の
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
の
規
定
が
誕
生
す
る
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
の
議
論
が
あ
っ
た
が
、
委

員
会
は
事
実
の
調
査
の
み
行
な
う
べ
き
だ
と
い
う
原
則
に
つ
い
て
意
見
の
相
違
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
議
会
の
調
査
委
員
会
で
あ
る
と
い

そ
れ
が
議
会
の
補
助
機
関
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
渫
き
出
さ
れ
る
。
調
査
委
員
会
は
、
議
会
の
決
定
を
準

備
す
る
と
い
う
任
務
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
委
員
会
の
権
限
は
、
そ
の
調
査
委
員
会
を
組
織
し
た
議
会

の
権
限
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
。
議
会
の
権
限
の
範
囲
内
で
、
議
会
は
、
調
査
委
員
会
の
活
動
範
囲
を
確
定
し
て
き
た
。

つ
ま
り
、
議
会

の
意
見
か
ら
独
立
し
た
活
動
領
域
は
、
調
査
委
員
会
に
与
え
ら
れ
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
調
査
委
員
会
あ
る
い
は
多
数
者
自
身
が
ど
の
よ
う

な
事
実
が
調
査
対
象
で
あ
り
う
る
の
か
を
定
め
る
の
で
は
な
く
、
調
査
が
及
ぶ
べ
き
事
実
の
範
囲
を
議
会
が
、
調
査
委
員
会
設
置
に
際
し

多
数
決
原
則
（
単
純
多
数
決
あ
る
い
は
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
七
六
条
や
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
憲
法
第
一
九
条
第
二
項
の
よ
う
な
特
別
多

数
決
）
の
例
外
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
、

そ
の
例
外
的
性
格
か
ら
し
て
、
途
方
も
な
い
権
利
を
少
数
者
に
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
少
数
者
調
査
権

の
規
定
は
、
少
数
者
に
多
数
者
と
同
等
の
権
利
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

象
を
明
示
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
議
会
は
、
委
員
会
の
調
査
範
囲
を
定
め
る
こ
と
に
な
る
。

行
政
上
の
行
為
、
措
置
を
調
査
す
る
場
合
、
議
会
の
一
方
の
グ
ル
ー
プ
は
当
然
に
そ
れ
が
批
判
・
非
難
に
値
す
る
も
の
と
考
え
、
他
方

の
グ
ル
ー
プ
は
そ
う
と
は
か
ぎ
ら
な
い
と
い
う
見
解
を
持
つ
こ
と
が
当
然
に
起
こ
り
う
る
。
ま
た
個
々
の
場
合
に
お
い
て
見
解
が
さ
ら
に

き
こ
と
は
多
く
の
議
員
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、

関
法

ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
憲
法
第
八
条
第
二
項
の
よ
う
な
規
定
は
、

い
ず
れ
も
調
査
委
員
会
の
設
置
動
議
に
際
し
て
は
、
調
査
の
対

二
五
八

（
二
五
八
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

glischen P
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
m
u
s
,
 S. 4
6
1
)

。

英
国
で
は
、
特
別
委
員
会

(select
c
o
m
m
i
t
t
e
e
)
が、

第
八
二
条
も
「
事
実
の
調
査
」
を
定
め
て
い
た
し
、

多
岐
に
わ
た
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
多
数
者
が
調
査
対
象
を
定
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
時
に
は
、
少
数
者
は
要
求
し
た
調
査
委
員
会
を
何

ら
獲
得
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
憲
法
上
、
委
員
会
は
動
議
提
出
者
が
必
要
と
み
な
し
た
証
拠
を
取
調
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
規
定
は
動
議
提
出
者
に
任
意
の
事
実
に
つ
い
て
証
拠
取
調
の
要
求
権
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
調
査
の
対
象
と
な

合
法
性
あ
る
い
は
合
目
的
性
に
つ
い
て
、

し
た
が
っ
て
、

二
五
九

ど
の
よ
う
な
行
政
上
の
行
為
も
任
意
に
調
査
す
る
と
い
う
一
般
的
権
限
を
調
査
委
員
会
が
有

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
ラ
ン
ト
議
会
に
与
え
ら
れ
て
い
る
監
督
権
の
限
界
と
の
関
係
で
大
き
な
問
題
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
ラ
ン
ト
議
会
と
ラ
ン
ト
政
府
と
の
間
の
権
限
配
分
が
あ
い
ま
い
に
な
り
、
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
憲
法
第
八
条
第
二
項
に
も
と
づ
く
調
査
委
員
会
の
設
置
動
議
に
は
調
査
す
べ
き
事
実
が
明
確
に
示

め
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
が
こ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。
本
バ
ツ
ィ
ラ
動
議
は
こ
の
要
件
を
み
た
し
て
い
な
い
。

五
、
以
上
の
見
解
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
革
命
以
降
の
法
上
の
規
定
と
も
合
致
し
て
い
る
。

一
九
一
九
年
八
月
一
四
日
の
バ
イ
エ
ル
ン
憲
法
第
五
二
条
も
「
ラ
ン
ト
議
会
は
、
そ

一
八
五

0
年
一
月
三
一
日
の
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法

の
議
員
の
五
分
の
一
の
動
議
に
も
と
づ
い
て
事
実
の
調
査
の
た
め
委
員
会
を
任
命
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。

議
会
と
行
政
と
の
協
力
手
段
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
点
で
ド
イ
ツ
と
異
な

っ
て
い
る
（
干
1tschek,
E
n
g
l
i
s
c
h
e
s
 Staatsrecht, 
B
d
.
 1
,
 

S. 
5
6
3
 ff)
。
し
か
し
、
英
国
に
お
い
て
も
特
別
委
員
会
が
行
な
う
べ
き
任

務
は
そ
の
任
用
に
際
し
て
詳
細
に
示
め
さ
れ
て
い
る
（
干
1tschek̀
a.a.
0., 
S. 4
1
3
;
 J
.
 
Redlich, 
R
e
c
h
t
 u
n
d
 T
e
c
h
n
i
k
 d
e
s
 e
n
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
調
査
委
員
会
に
つ
い
て
の
規
定
は
憲
法
上
も
法
律
上
も
存
在
し
な
い

(Felix
M
o
r
e
a
u
,
 Precis e
l
e
m
e
n
t
a
i
r
e
 d
e
 

っ
て
い
る
事
実
に
つ
い
て
の
み
権
利
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

（
二
五
九
）



一
九
二
六
年
に
開
催
さ
れ
た
第
三
四
回
ド
イ
ッ
法
律
家
会
議
は
、
公
法
部
会
で
議
会
調
査
権
の
問
題
を
と
り
上
げ
た
。
テ
ー
マ
は
「
刑

事
裁
判
の
さ
ま
た
げ
ら
れ
な
い
進
行
及
び
裁
判
官
の
独
立
を
確
保
す
る
た
め
に
議
会
の
調
査
委
員
会
に
つ
い
て
の
規
定
の
改
正
を
勧
告
す

(
9
)
 

べ
き
か
？
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
主
と
し
て
調
査
委
員
会
と
司
法
権
の
独
立
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
中
で
も
調
査

権
の
法
的
性
格
に
関
す
る
論
議
と
、
少
数
者
調
査
権
の
問
題
に
つ
い
て
の
論
議
も
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、

こ
れ
ら
の
点
を
中
心
と
し
て
、
こ
の
会
議
で
の
論
議
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

調
査
委
員
会
も
、
そ
の
方
法
は
異
な
る
に
せ
よ
、
裁
判
所
と
同
じ
く
真
実
発
見
の
た
め
の
機
関
で
あ
る
。
調
査
委
員
会
は
、
①
事
実

の
調
査
に
つ
い
て
の
み
、
③
公
益
に
関
す
る
事
実
に
つ
い
て
の
み
、
③
議
会
の
権
限
内
に
あ
り
、

範
囲
内
で
の
み
調
査
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
委
員
会
は
調
査
事
実
を
確
定
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
事
実
を
評
価
し
、
意
見
を

表
明
し
、
提
案
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
行
政
に
対
す
る
調
査
を
行
な
い
う
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
司
法
に
対
す
る
調
査

(10) 

w
．
ロ
ー
ゼ
ン
ペ
ル
ク
の
報
告
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。

(2) 以
上
の
理
由
に
よ
り
、
バ
ツ
ィ
ラ
動
議
に
関
す
る
一
九
ニ
―
年
七
月
二
二
日
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
・
ラ
ン
ト
議
会
の
決
定
が
違
憲
で

(
8
)
 

あ
る
と
い
う
申
請
人
の
主
張
に
理
由
あ
り
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

第
三
四
回
ド
イ
ッ
法
律
家
会
議
と
少
数
者
調
査
権

数
者
は
何
の
権
利
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

droit 
constitutionnel, 
5
 Aufl., 
S
.
 
3
8
7
.
)
。
エ
J

の
匹
庄
置
は
え
P

つ
団
i

ム
ニ
等
函
今
K

の
償
g
行
に
J

も
と
づ
い
て
佐
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
少

関
法

第
三
三
巻
第
一
号

か
つ
委
員
会
に
委
ね
ら
れ
た
任
務
の

二
六

0

（
二
六

0
)



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
六

に
つ
い
て
は
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
制
定
国
民
議
会
憲
法
委
員
会
で
、

は
司
法
に
対
す
る
上
級
監
督
を
行
な
い
う
る
」
と
い
う
動
議
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ラ
イ
ヒ
議

会
の
統
制
権
は
司
法
行
政
に
の
み
向
け
ら
れ
、
司
法
そ
の
も
の
に
は
向
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
こ
こ
で
は
っ
き
り
と
示
め
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
、
調
査
権
の
行
使
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
議
会
内
多
数
者
の
意
思
に
従
属
し
て
い
た
。

（
二
六
一
）

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
規
定
に
よ
れ

ば
、
ラ
イ
ヒ
議
会
は
政
府
の
意
思
に
反
し
て
で
も
、
必
要
あ
る
い
は
有
益
と
み
な
し
た
時
に
は
証
拠
の
取
調
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

議
会
内
少
数
者
は
、
多
数
者
や
政
府
に
と
っ
て
何
の
利
益
に
も
な
ら
な
い
事
件
に
つ
い
て
、
そ
の
解
明
を
行
な
う
途
が
与
え
ら
れ
て
い

る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
は
、
要
求
に
も
と
づ
い
て
官
庁
文
書
は
委
員
会
に
提
出
さ
れ
る
と
規
定
す
る
が
、

一
九
二

0
年
五
月

一
七
日
の
メ
ク
レ
ン
プ
ル
ク
・
シ
ュ
ベ
ー
リ
ン
憲
法
第
五

0
条
第
二
項
は
一
層
は
っ
き
り
と
「
あ
ら
ゆ
る
文
書
は
調
査
委
員
会
に
提
出

(11) 

M
・
ア
ル
ズ
ベ
ル
ク
の
報
告
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。

ラ
イ
ヒ
議
会
と
ほ
と
ん
ど
の
ラ
ン
ト
議
会
に
与
え
ら
れ
た
議
会
調
査
権
は
、
現
代
国
家
に
お
い
て
議
会
が
有
し
て
い
る
作
用
の
補
助

(12) 

的
手
段
で
あ
る
。
特
に
問
題
と
な
る
の
は
行
政
統
制
の
た
め
の
調
査
、
政
治
調
査
で
あ
る
が
、
調
査
の
対
象
か
ら
こ
の
調
査
を
除
外
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
が
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
不
正
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
と
い
う
目
的
に

必
要
な
か
ぎ
り
で
、
そ
の
手
段
た
る
調
査
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

議
会
の
五
分
の
一
と
い
う
少
数
者
が
調
査
委
員
会
の
設
置
を
要
求
し
う
る
と
い
う
少
数
者
権
の
概
念
は
、

て
は
じ
め
て
必
要
と
さ
れ
、
憲
法
上
こ
の
少
数
者
保
護
と
い
う
見
解
が
持
ち
こ
ま
れ
た
。

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
よ
っ

H
・
プ
ロ
イ
ス
も
、
政
府
と
結
び
つ
い
て
い

る
多
数
者
が
、
少
数
者
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
設
置
義
務
を
有
し
な
い
場
合
に
は
、
重
大
な
事
件
の
解
明
に
何
ら
影
響
を
与
え
る
こ
と

一
九
一
九
年
四
月
八
日
、

コ
ー
ソ
議
員
が
提
案
し
た
「
ラ
イ
ヒ
議
会



調
査
委
員
会
設
置
動
議
は
、
調
査
の
た
め
の
特
定
の
事
実
（
あ
る
い
は
、

い
く
つ
か
の
事
実
）
を
正
確
に
明
示
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ

第
三
三
巻
第
一
号

こ
れ
ま
で
、
こ
の
少
数
者
動
議
は
、

ま
ず
動
議
を
提
出
す
る
会
派
が
原
動
議

(
U
r
a
n
t
r
a
g
)
を
提
出
す
る
と
い
う
形
で
行
な
わ
れ
て

き
た
。
議
長
が
こ
れ
を
確
認
し
、
動
議
を
承
認
し
た
こ
と
を
表
明
す
る
。
そ
し
て
委
員
会
構
成
員
の
数
の
み
に
つ
い
て
決
定
が
な
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
た
だ
、

一
九
二
五
年
一
月
一
―

-0日
、
民
主
党
に
よ
る
調
査
委
員
会
設
置
原
動
議
に
対
し
て
社
会
民
主
党
が
修
正
動
議
を

出
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
採
決
が
行
な
わ
れ
、
採
決
の
結
果
修
正
動
議
が
承
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
生
じ
た
。

最
善
で
し
か
も
信
頼
で
き
る
資
料
を
い
つ
で
も
提
出
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
公
務
員
の
職
務
上
の
知
識
を
入
手
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
議
会
の
行
政
に
対
す
る
統
制
が
可
能
に
な
る
こ
と
は
、

当
だ
と
思
つ
。
議
会
に
基
礎
を
お
く
、

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
考
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
も
こ
の
考
え
は
正

い
か
な
る
内
閣
も
、
少
数
者
に
対
し
て
、
こ
の
方
法
に
よ
る
不
正
の
解
明
を
拒
否
す
る
こ
と
は

議
会
調
査
委
員
会
の
特
徴
は
、
公
開
の
審
議
に
よ
っ
て
証
拠
を
取
調
べ
る
と
い
う
こ
と
が
、
議
会
の
決
定
準
備
の
た
め
に
な
さ
れ
る

も
の
だ
と
い
う
こ
と
の
中
に
示
め
さ
れ
る
。
憲
法
に
適
合
し
た
調
査
委
員
会
の
活
動
は
刑
事
手
続
と
の
何
ら
の
抵
触
、
権
限
の
競
合
も

生
じ
な
い
。
し
か
し
、
議
会
調
査
委
員
会
の
手
続
法
を
制
定
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
憲
法
草
案
審
議
に
際

し
て
、

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
も
主
張
し
て
い
た
。

わ
が
国
で
は
少
数
者
に
よ
る
調
査
権
に
つ
い
て
議
会
の
慣
行
が
発
達
し
て
き
て
い
る
。
議
員
の
法
定
少
数
者
が
、
特
定
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
調
査
委
員
会
の
設
置
を
要
求
し
た
時
に
は
、
議
会
は
要
件
が
み
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
定
し
、
委
員
会
の
規
模
を
決
定
す
る
。

ま
た
、

(13) 

ヤ
コ
ビ
の
報
告
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

関
法

二
六

（
二
六
二
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

ラ
イ
デ
ィ
ヒ
は
、
調
査
委
員
会
の
任
務
は
客
観
的
事
実
を
確
定
す
る
こ
と
の
み
に
限
定
さ
れ
、
今
日
行
な
わ
れ
て
い
る
現
実
の
調
査
委

(17) 

員
会
の
設
置
、
活
動
に
は
、
き
わ
め
て
不
適
当
な
も
の
が
多
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

反
対
し
て
い
る
。

ア
ル
ズ
ペ
ル
ク
は
、
討
論
の
中
で
、
少
数
者
権
を
承
認
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
少
数
者
権
の
不
可
侵
性
を
承
認
す
る
こ
と
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
と
の
べ
、
委
員
会
で
、
少
数
者
の
提
出
動
議
を
審
議
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

(16) 

変
更
が
必
要
で
あ
る
と
き
も
あ
る
と
い
う
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
、
彼
は
、
証
人
の
宜
誓
の
問
題
に
つ
い
て
は
ヤ
コ
ビ
の
見
解
に

明
文
の
規
定
は
文
言
ど
お
り
解
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

の
こ
と
は
、

リ
セ
ル
11

ハ
イ
ン
ツ
ェ

11

カ
ー
ル
草
案
が
「
特
定
の
明
示
さ
れ
た
事
実
に
つ
い
て
の
調
査
委
員
会
」
と
い
う
簡
潔
な
文
言

で
定
式
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
少
数
者
の
設
置
動
議
は
、
特
別
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
憲
法
に
違
反
し
て
い
る
場
合
に
は
憲

法
違
反
を
理
由
と
し
て
議
会
に
よ
り
設
置
を
拒
否
さ
れ
る
。

ひ
き
つ
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
討
論
の
中
で
、

(14) 

次
の
よ
う
に
の
べ
た
。

K
・
ロ
ー
ゼ
ン
フ
ェ
ル
ト
は
、

二
六

（二六一―-）

ヤ
コ
ビ
の
少
数
者
権
に
つ
い
て
の
見
解
に
反
対
し
、
要
旨

ヤ
コ
プ
の
よ
う
に
、
少
数
者
に
よ
る
調
査
委
員
会
設
置
動
議
は
、
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
し
か
る
の
ち
に
本
会
議
に
提
出
さ
れ
、
そ

こ
で
確
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
解
す
る
こ
と
は
、
議
員
の
五
分
の
一
が
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
明
文
上
の
規
定

と
一
致
し
な
い
。

ヤ
コ
ビ
の
見
解
は
、
議
員
の
五
分
の
一
と
い
う
形
式
的
要
件
を
み
た
し
た
動
議
を
、
委
員
会
が
調
整
し
、
変
更
す
る

(15) 

可
能
性
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
見
解
は
憲
法
の
明
文
規
定
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
私
は
こ
れ
に
反
対
し
、



第
三
三
巻
第
一
号

ロ
ー
ゼ
ン
ペ
ル
ク
は
、
少
数
者
調
査
権
を
制
限
的
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
ア
ル
ズ
ベ
ル
ク
の
見
解
に
反
論
し
て
、
少
数
者
調
査
権
は
ワ

(18) 

イ
マ
ー
ル
憲
法
の
重
要
な
長
所
の
―
つ
で
あ
る
と
述
べ
た
。

ニ
ク
シ
ュ
ク
イ
ン
は
、
議
会
調
査
委
員
会
は
、
国
家
生
活
の
全
分
野
に
つ
い
て
の
事
実
の
確
定
の
た
め
の
議
会
の
機
関
で
あ

(19) 

り
、
調
査
委
員
会
は
司
法
に
お
け
る
信
頼
の
危
機
を
克
服
す
る
こ
と
に
も
役
立
つ
と
い
う
趣
旨
の
決
議
を
行
な
う
よ
う
提
案
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
決
議
案
は
否
決
さ
れ
た
。

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
と
少
数
者
調
査
権

国
事
裁
判
所
の
判
決
と
、
第
三
四
回
ド
イ
ッ
法
律
家
会
議
で
の
報
告
・
討
議
を
や
や
詳
細
に
紹
介
し
た
が
、
こ
の
中
に
ワ
イ
マ
ー
ル
憲

法
第
三
四
条
に
関
す
る
当
時
の
学
説
・
見
解
が
ほ
ぼ
出
尽
く
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
を
ふ
ま
え
て
、
以
下
、
二
点
に
つ
い
て
問
題
点

立
憲
君
主
制
下
で
、

た
ん
な
る
情
報
収
集
目
的
、
技
術
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
の
み
承
認
さ
れ
て
い
た
「
事
実
の
調
査
」
権
と

い
う
概
念
は
形
を
変
え
て
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
の
法
的
性
格
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
第
三
四
条
が
調
査
の
対
象
・
目
的
を
明

示
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
、
と
い
う
規
定
自
体
の
中
に
、
そ
の
性
格
を
読
み
と
っ
て
い
こ
う
と
す
る
立
場
が

採
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
第
三
四
条
は
、
設
置
権
が
少
数
者
に
も
与
え
ら
れ
た
こ
と
、

さ
ら
に
は
多
数
者
の
意
思
に
反
し
て
で
も
証
拠
の
取
調
を
行
な

い
う
る
こ
と
等
、
そ
の
「
本
質
的
」
内
容
に
お
い
て
立
憲
君
主
制
下
の
「
事
実
の
調
査
」
権
を
変
更
し
た
も
の
と
み
る
ぺ
き
で
は
な
か
ろ

ーヽ

「
事
実
の
調
査
」
と
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
1

一
四
条

を
指
摘
し
て
み
た
い
。

さ
ら
に
、 関

法

二
六
四

（
二
六
四
）



ド
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二
六
五

（
二
六
五
）

う
か
。
議
会
の
決
定
準
備
の
た
め
、
権
限
内
の
事
項
を
た
ん
に
調
査
す
る
と
い
う
だ
け
な
ら
明
文
の
規
定
を
設
け
た
積
極
的
な
意
義
が
あ

(20) 

い
ま
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。
帝
国
憲
法
下
で
も
た
ん
な
る
事
実
の
調
査
は
議
会
の
「
自
然
権
」
と
い
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
英
米
で

(21) 

コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
侮
辱
処
罰
権
と
一
体
の
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
、
考
察
さ
れ
て
き
た
。

し
た
が
っ
て
、
第
三
四
条
の
法
的
性
格
を
考
察
す
る
に
は
、
少
数
者
調
査
権
、
証
拠
取
調
「
権
」
等
を
有
す
る
議
会
の
調
査
権
と
し
て

そ
の
「
本
質
的
」
性
格
が
把
握
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
調
査
委
員
会
は
個
別
的
な
事
件
の
調
査
の
た
め
に
設
置
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
全
行
政
に
対
す
る
一
般
的
・
包
括
的
調
査
を
行
な
う
た
め
に
常
置
さ
れ
た
調
査
委
員
会
は
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条

(22) 

に
も
と
づ
く
調
査
委
員
会
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
調
査
が
直
ち
に
議
会
政
の
本
質
に
違
背
す
る
と
は
い
い
が
た
い
と
し

て
も
、
第
三
四
条
の
調
査
委
員
会
と
し
て
は
設
置
し
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

2
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
と
少
数
者
調
査
権

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
は
、
多
数
決
原
理
を
原
則
と
し
て
採
用
す
る
が
そ
の
例
外
に
は
三
つ
の
型
が
あ
る
。
い
三
分
の
二
（
第
二
九
条
、
第

四
一
ー
一
条
、
第
七
四
条
）
、

(23) 

で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
少
数
者
権
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
少
数
者
調
査
権
は
、

回
全
議
員
の
三
分
の
二
の
三
分
の
二
（
第
七
六
条
、
第
五
九
条
）
、

回
少
数
者
権
（
第
三
四
条
、
第
七
二
条
）

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
よ
っ
て
不
可
欠
の
要
素
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
が
、
憲
法
成
立
後
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
か
な
り
限
定
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

議
員
の
五
分
の
一
の
少
数
者
に
よ
る
動
議
と
は
、
議
員
五
分
の
一
の
署
名
に
も
と
づ
く
動
議
と
解
さ
れ
る
が
、
明
文
上
の
規
定
が
存
在

し
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
要
件
は
、
議
会
の
最
終
決
定
ま
で
に
み
た
さ
れ
れ
ば
よ
い
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
動
議
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
見
解
が
わ
か
れ
る
。
形
式
的
要
件
を
備
え
て
い
れ
ば
、
原
則
と
し
て
議
長
が
本
会
議
で
報
告
し
、
委
員
数
に
つ
い
て
の
み
議
会
が
決
定

る。 も
議
会
調
査
権
は
歴
史
的
に
、



に
立
ち
、
議
会
の
少
数
者
権
は
そ
の
例
外
的
性
格
か
ら
、

第
三
三
巻
第
一
号

す
る
と
い
う
学
説
と
、
原
則
と
し
て
動
議
は
委
員
会
に
付
託
し
憲
法
適
合
性
を
判
断
す
べ
き
だ
と
い
う
学
説
が
存
在
し
て
い
た
。
動
議
が

(24) 

憲
法
に
違
反
す
る
疑
い
の
あ
る
と
き
、
．
委
員
会
は
そ
の
憲
法
適
合
性
を
審
議
し
う
る
と
い
う
説
が
通
説
的
見
解
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ

ょ
、
動
議
が
明
白
に
憲
法
に
違
反
し
て
い
る
場
合
、
議
会
は
否
決
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
。
行
政
に
対
す
る
一
般
的
調
査
を
行
な
う
調
査

少
数
者
の
証
拠
取
調
要
求
権
に
つ
い
て
は
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
（
一
九
二

0
)
の
少
数
者
調
査
権
（
ブ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
第
二
五
条
）
に
つ

ツ
ュ
ッ
ツ
ェ
は
、
調
査
委
員
会
の
活
動
は
事
実
の
調
査
に
限
定
さ
れ
ず
、
調
査
し
た
事
実
関
係
の
評
価
に
も
及
ぶ
こ
と
を
当
然
と
す
る

前
提
に
立
つ
。
そ
し
て
、
調
査
委
員
会
は
、
そ
の
設
置
動
議
に
限
定
さ
れ
ず
に
、
証
拠
の
取
調
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
、
審
議
の
途
中
で

(25) 

も
法
定
少
数
者
の
署
名
に
よ
る
動
議
が
あ
れ
ば
、
委
員
会
は
そ
の
証
拠
動
議

(
B
e
w
e
i
s
a
n
t
r
a
g
)
を
拒
否
で
き
な
い
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ル
ー
カ
ス
は
、
調
査
と
い
う
概
念
は
事
実
の
調
査
の
み
を
意
味
し
、
事
実
の
批
判
的
な
評
価
を
含
ま
な
い
と
い
う
前
提

一
般
的
規
定
に
よ
っ
て
制
限
的
に
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
か
ら
、

彼
は
、
少
数
者
に
よ
る
証
拠
申
請
は
委
員
会
の
調
査
活
動
中
に
生
じ
た
も
の
に
も
及
び
う
る
と
す
る
こ
と
に
は
反
対
し
、
委
員
会
設
置
動

議
あ
る
い
は
設
置
決
議
の
内
容
に
明
規
さ
れ
る
も
の
に
か
ぎ
ら
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
限
界
を
設
け
な
け
れ
ば
、
少
数

(26) 

者
権
の
乱
用
が
生
じ
、
調
査
が
は
て
し
な
く
拡
が
る
危
険
性
が
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
前
記
国
事
裁
判
所
判
決
は
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
の
解
釈
か
ら
調
査
対
象
は
設
置
動
議
の
中
に
明
示
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
委
員
会
が
動
議
提
出
者
の
必
要
と
み
な
し
た
調
査
を
行
な
わ
な
い
場
合
、
動
議
提
出
者
は
、
国
事
裁
判
所
に

（包

訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
て
で
あ
る
が
、

ツ
ュ
●
ツ
ェ
と
ル
ー
カ
ス
の
論
議
が
あ
る
。

は
違
憲
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。

関
法

二
六
六

（
二
六
六
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

き
継
が
れ
て
い
っ
た
。

少
数
者
調
査
権
に
つ
い
て
の
通
説
的
見
解
は
、

二
六
七

（
二
六
七
）

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
で
定
め
ら
れ
た
「
調
査
」
委
員
会
の
法
的
性
格
を
明
ら
か

に
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
生
じ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
成
文
法
規
の
解
釈
と
し
て
導
き
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
一
応
の
妥

当
性
を
持
つ
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
調
査
事
実
の
評
価
が
可
能
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
す
ら
、
行
政
府
、
司
法
府
と
の

(28) 

関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
通
説
的
見
解
が
、
議
会
に
と
っ
て
は
立
法
の
任
務
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
と
き
も
あ
る
行
政
の
統
制

の
任
務
を
有
効
に
行
な
う
た
め
に
導
入
さ
れ
た
少
数
者
調
査
権
を
充
分
に
機
能
さ
せ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
導
き
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
根
本
的
な
解
決
を
み
な
い
ま
ま
、
基
本
法
第
四
四
条
に
つ
い
て
の
論
議
の
中
に
引

(

1

)

安
世
舟
『
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
史
序
説
ー
ー
創
立
か
ら
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
成
立
期
ま
で
ー
』
三
五
二
頁
。

(

2

)

拙
稿
「
F
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察

0
1少
数
者
調
査
権
を
中
心
と
し
て
ー
ー
」
関
西
大
学
法
学
論
集
一
―
1

1

一
巻
一
号
一
―

七
頁
以
下
参
照
。

(

3

)

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
〇
八
条
に
も
と
づ
く
法
律
は
一
九
ニ
―
年
七
月
九
日
成
立
し
た

(
R
e
i
c
h
s
g
e
s
e
t
z

iiber 
d
e
n
 
Staatsgerichtshof, 

v
g
l
 H. T
r
i
e
p
e
l
`
Q
u
e
l
l
e
n
s
a
m
m
l
u
n
g
 z
u
m
 D
e
u窃
c
h
e
n
R
e
i
c
h
s
s
t
a
a
t
s
r
e
c
h
t
,
 5Aufl., 
1931, 
S. 
15lff.)
。
こ
の
吐
g律
ふ
か
加

g
打
さ
七
い
る

ま
で
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
七
二
条
参
照
。

(
4
)
R
G
Z
,
 B
d
.
 102, 
S. 
425ff・ 

(

5

)

し
た
が
っ
て
、
一
九
二

0
年
五
月
一
八
日
以
降
の
民
会

(
B
日
g
e
r
s
c
h
a
f
t
)

は
「
議
会
」
と
し
て
の
地
位
を
有
し
て
い
る
の
で
「
議
会
」
と
訳

し
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
が
、
本
文
で
は
そ
れ
ま
で
と
同
じ
く
「
民
会
」
と
訳
し
た
。

(
6
)
R
G
Z
,
 B
d
.
 104, 
S. 
423ff. 

(

7

)

本
判
決
中
に
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
制
定
過
程
で
の
論
議
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
前
記
判
例

(
R
G
Z
,
B
d
.
 
102, 
S. 
4
2
5
f
f
)

で
も
、
本
稿

で
も
す
で
に
述
べ
た
の
で
省
略
す
る
。
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(

8

)

国
事
裁
判
所
の
判
決
で
見
落
し
て
な
ら
な
い
も
う
―
つ
の
判
決
は
、
一
九
二
七
年
六
月
一
八
日
の
判
決
で
あ
る

(
R
G
Z
,
B
d
.
 
116, 
A
n
h
a
n
g
 

S. 
4
5
-
5
6
)
。
こ
の
判
決
は
、
少
数
者
が
要
求
し
た
調
査
委
員
会
は
設
置
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
調
査
テ
ー
マ
を
議
会
が
実
際
上
、
変
更
し
て
し

ま
っ
た
場
合
に
、
憲
法
違
反
の
問
題
が
生
じ
る
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

V
g
l
.

W
.
 
S
t
e
f
f
a
n
i
,
 
D
i
e
 
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
,
 

a
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
 
d
e
s
 P
r
e
u
.
B
i
s
c
h
e
n
 L
a
n
d
t
a
g
e
s
 z
u
r
 Z
e
i
t
 
d
e
r
 W
e
i
m
a
r
e
r
 R
e
p
u
b
l
i
k
,
 
1
9
6
0
,
 
S. 
94£.

こ
の
判
決
は
、
一
九
七
八
年
八
月
二

日
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
の
中
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る

(
B
V
e
r
f
G
E
4
9
,
 7
0
)。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
節
で
紹
介
す
る
。

V
g
l
•
D
V
B
!

1
9
7
9
,
 
S. 
4
2
0
f
f
;
 
D
i
i
V
 1
9
7
9
,
 
S. 
96ff. 

(

9

)

斉
藤
秀
夫
『
国
会
と
司
法
権
の
独
立
』
五
二
頁
以
下
は
司
法
権
の
独
立
と
の
関
係
か
ら
本
会
議
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。

(
1
0
)
V
e
r
h
a
n
d
l
u
n
g
e
n
 d
e
s
 V
i
e
r
u
n
d
d
r
e
i
s
s
i
g
s
t
e
n
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 J
u
r
i
s
t
e
n
t
a
g
s
,
 
B
d
.
 
1, 
1
9
2
6
,
 
S. 
3ー

29.

(
1
1
)
V
e
r
h
.
 d. 
34. 
D
J
T
,
 1
9
2
6
,
 
B
d
.
 
1, 
S. 
3
3
2
-
3
9
4
.
 

(
1
2
)

同
旨
、
「
調
査
委
員
会
は
、
議
会
主
義
の
頂
点
に
位
置
す
る
の
で
は
な
く
、
主
と
し
て
立
法
の
準
備
な
ら
び
に
そ
の
種
の
専
門
的
準
備
作
業
を

行
な
う
」

(
L
.
W
i
t
t
m
a
y
e
r
 R
e
i
c
h
s
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
,
 
1
9
2
2
 
(
1
9
7
4
)
`
s
.
 
3
2
1
)
。

(
1
3
)
V
e
r
h
.
 d. 34•DJT. 

1
9
2
7
,
 
B
d
.
 2, 
S. 
6
9ー
112.

(
1
4
)
I
b
i
d
.
,
 S. 
1
1
2ー

1
1
9
.

(
1
5
)
V
g
l
.
 R
G
Z
,
 B
d
.
 
116, 
A
n
h
a
n
g
 S. 
45££. 

(
1
6
)
V
e
r
h
.
 d. 34•DJT. 

1
9
2
7
,
 
B
d
.
 
2
`
s
.
 
1
2
0ー

127.

(
1
7
)
I
b
i
d
.
,
 S. 
1
2
7
-
1
3
3
.
 

(
1
8
)
I
b
i
d
.
,
 S. 
1
3
3ー

1
3
6
.

(
1
9
)
I
b
i
d
.
,
 S. 
1
4
2
-
1
4
6
.
 

(
2
0
)

芦
部
信
喜
『
憲
法
と
識
会
政
』
一
六
頁
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
「
事
物
の
性
質
に
由
来
す
る
当
然
に
し
て
正
当
な
権
利
」
と
い
わ
れ
て
い
た
（
同
・

二
―
頁
）
。

(21)J•Hamilton, 

T
h
e
 P
o
w
e
r
 to 
P
r
o
b
e
,
 
1
9
7
6
,
 
p
p
.
 
8
5
1
.
 

(
2
2
)

た
だ
、
個
別
的
事
件
の
調
査
の
中
で
そ
の
調
査
が
一
般
的
に
行
政
に
対
す
る
統
制
と
い
う
性
格
を
持
つ
こ
と
は
当
然
に
あ
り
う
る
と
考
え
ら
れ

る。

二
六
八

（
二
六
八
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

二
六
九
｝
（
二
六
九
）

ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
政
治
史
は
、
議
会
制
と
官
僚
制
と
の
闘
争
の
歴
史
で
あ
っ
た
、

小

結

(
2
3
)
H
.
 O
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r
,
 
T
h
e
 Constitution 
of the 
G
e
r
m
a
n
 R
e
p
u
b
l
i
c
,
 
1923, 
p. 
5
9
;
 
vgl. 
K. L
o
e
w
e
n
s
t
e
i
n
,
 
Verfassungslehre, 

3Aufl. 1975, 
S. 
180£. 

(
2
4
)
H
e
c
k
,
 K
a
h
n
,
 L
a
m
m
e
r
s
,
 A
l
s
b
e
r
g
,
 
u
s
w
.
 
(vgl. 
W. Steffani, 
a. 
a. 
0., 
S. 
91). 

(
2
5
)
S
c
h
u
t
z
e
,
 D
i
e
 B
e
h
a
n
d
l
u
n
g
 v
o
n
 B
e
w
e
i
s
a
n
t
r
a
g
e
n
 v~r 

p
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
n
 
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
n
 n
a
c
h
 
d
e
r
 
p
r
e
u
,
 

B
i
s
c
h
e
n
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
,
 A
i
i
R
7
 
(1924), 
S. 
358££. 

• 

(
2
6
)
L
u
c
a
s
,
 D
i
e
 B
e
h
a
n
d
l
u
n
g
 v
o
n
 B
e
w
e
i
s
a
n
t
r
a
g
e
n
 v
o
r
 p
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
n
 Untersu~hungsausschiissen 

n
a
c
h
 
d
e
r
 
preuBis, 

c
h
e
n
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
,
 A
i
i
R
 8
 (1925), 
S. 
341££. 

(27)J•Hatschek, 

D
a
s
 Reichsstaatsrecht, 
1923, 
S. 
2
7
9
£
;
 
s. 
R
G
Z
.
 102, 
S. 
431. 

(
2
8
)
G
.
 A
n
s
c
h
u
t
z
,
 D
i
e
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
 d
e
s
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 R
e
i
c
h
e
s
 v
o
m
 11. 
A
u
g
u
s
t
 1919, 
14Aufl., 
1933, 
S. 
220£. 

(
1
)
 

と
い
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、

M
・
ウ
ェ
ー
バ

ー
の
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
見
解
が
先
駆
的
意
義
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
議
会
調
査
権
は
、

M
・
ウ
ェ

(
2
)
 

ー
バ
ー
の
期
待
し
た
よ
う
な
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
要
因
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
一
っ
と
し
て
ラ
イ
ヒ
議
会
選
挙
に
、

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
も
反
対
し

て
い
た
比
例
代
表
制
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
比
例
代
表
制
は
、
帝
政
時
代
の
優
位
を
継
承
し
て
い
た
有
能
な
官
僚
層
に
対
し
て
議

(
3
)
 

会
の
地
位
を
相
対
的
に
低
下
せ
し
め
る
方
向
に
作
用
し
た
。
た
だ
で
さ
え
弱
体
な
議
会
は
官
僚
層
に
た
い
し
て
自
己
防
衛
す
ら
不
可
能
と

(
4
)
 

な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
比
例
代
表
制
は
政
党
の
内
部
構
造
の
官
僚
制
化
を
促
進
し
、
政
党
議
員
団
の
妥
協
能
力
を
低
下
せ
し
め
、

議
会
多
数
派
の
形
成
を
困
難
に
し
、
こ
れ
ら
の
結
果
と
し
て
議
会
主
義
的
統
治
体
制
の
不
安
定
要
因
の
一
っ
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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(
5
)
 

議
会
の
指
導
者
選
択
機
能
は
低
下
し
、
国
民
代
表
型
大
統
領
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
た
。

さ
ら
に
、
国
民
代
表
型
大
統
領
の
存
在
も
議
会
の
活
動
を
限
定
し
た
。
大
統
領
の
強
大
な
地
位
と
権
限
は
、

（
二
七
0
)

ビ
ス
マ
ル
ク
憲
法
に
お
け
る
と
同
様
み
せ
か
け
の
議
会
主
義
の
導
入
を
意
味
し
、
従
っ
て
民
主
的
共
和
国
の
統
治
機
構
の
う
ち
最
大
の
欠

(
6
)
 

陥
で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
の
あ
る
所
以
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
大
統
領
制
を
主
張
し
た
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
必
ず
し
も
大
統
領

に
よ
る
議
会
の
制
限
、
大
統
領
の
独
裁
を
意
図
し
た
の
で
は
な
く
、

(
7
)
 

た
」
の
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
結
局
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
国
民
を
体
現
す
る

(
V
e
r
k
o
r
p
e
r
u
n
g
)
大
統
領
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
的

(

8

)

 

国
民
を
代
表
す
る
(
Vertretung)
議
会
と
の
対
立
の
中
で
前
者
が
優
位
を
占
め
て
い
っ
た
。

少
数
者
調
査
権
が
行
使
さ
れ
る
場
合
、
公
益
上
の
観
点
か
ら
政
府
の
行
為
を
批
判
・
是
正
し
よ
う
と
す
る
反
対
党
は
、
最
終
的
に
は
現

行
憲
法
及
び
憲
法
の
精
神
に
奉
仕
す
る
も
の
と
し
て
議
会
調
査
権
を
位
置
ず
け
る
。
こ
れ
に
対
し
て
国
家
制
度
に
敵
対
的
な
反
対
党
は
、

(
9
)
 

調
査
権
の
潜
在
的
能
力
を
遠
慮
会
釈
の
な
い
乱
用
に
ま
で
及
ぼ
す
こ
と
を
自
制
し
な
い
と
い
わ
れ
る
。
少
数
者
調
査
権
は
国
家
敵
対
的
反

対
党
に
有
利
に
作
用
し
、
こ
れ
ら
の
政
党
の
扇
動
的
調
査
の
た
め
、
終
局
的
に
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
不
利
に
作
用
し
て
い
っ
た
と
い

(10) 

う
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
時
、
そ
こ
に
は
ラ
イ
ヒ
議
会
に
お
け
る
ナ
チ
ス
の
台
頭
（
あ
る
い
は
共
産
党
の
進

出
）
が
念
頭
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

ナ
チ
ス
が
「
五
分
の
一
」
と
い
う
要
件
を
み
た
し
た
の
は
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
下
で
の
最
後
の
総

選
挙
と
い
わ
れ
る
一
九
三
二
年
の
選
挙
（
五
八
四
議
席
中
一
九
六
議
席
）
に
お
い
て
で
あ
り
、

少
数
者
調
査
権
は
そ
の
運
用
上
、
多
く
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
導
入
の
目
的
は
官
僚
制
の
強
固
な
支
配
を
つ

き
く
ず
し
、
議
会
優
位
を
築
き
あ
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
は
一
っ
の
貴
重
な
こ
こ
ろ
み
と
し
て
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

容
易
に
獲
得
し
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

関
法

「
五
分
の
一
」
と
い
う
要
件
は
必
ず
し
も

「
大
統
領
権
力
と
議
会
の
権
力
と
の
一
定
の
バ
ラ
ン
ス
を
狙
っ
て
い

二
七
0

「
古
い
権
威
国
家
の
持
続
、



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

二
七

い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
原
則
は
、
現
行
の
基
本
法
に
も
受
け
継
が
れ
、
発
展
を
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

(

1

)

川
北
洋
太
郎
「
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
に
お
け
る
議
会
政
治
制
の
悲
劇
」
学
習
院
大
学
政
経
学
部
研
究
年
報
三
号
一
九
一
頁
、
二
五
二
頁
。

(
2
)
F
.
 M. M
a
r
x
,
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 o
f
 I
n
q
u
i
r
y
 in G
e
r
m
a
n
y
,
 3
0
 A
m
.
 Pol. 
Sci. 
R
e
v
.
 1
9
3
6
,
 
p. 
1
1
4
1
.
 

(

3

)

山
口
定
「
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
に
お
け
る
議
会
主
義
政
治
体
制
（
一
）
」
立
命
館
法
学
二
四
号
一
四
頁
、
二

0
頁
以
下
。
比
例
代
表
制
は
M
.

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
議
会
観
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
上
山
安
敏
「
ワ
イ
マ
ー
ル
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ヴ
ェ
ー
バ
ー
」
知
の
考
古
学
一
九
七
六
年
八

・
九
合
併
号
三
三
頁
、
四
八
頁
）
。

(
4
.
)
K
.
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
ク
イ
ン
、
得
永
新
太
郎
訳
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
現
代
政
治
』
五
四
ー
五
五
頁
参
照
。

(

5

)

大
西
芳
雄
「
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
崩
壊
」
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
六
号
一
頁
、
九
頁
、
山
口
定
「
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
指

導
者
民
主
主
義
」
思
想
一
九
六
三
年
一

0
月
号
四
五
頁
、
四
七
頁
等
参
照
。
第
二
帝
政
期
時
代
か
ら
の
政
党
の
官
僚
化
に
つ
い
て
は
、
上
山
安
敏

「
ド
イ
ッ
第
二
帝
政
期
の
権
力
構
造
（
二
）
」
法
学
論
叢
八
三
巻
二
号
一
三
頁
、
一
七
頁
以
下
参
照
。

(
6
)
阿
部
照
哉
「
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
下
の
統
治
機
構
＇
~
議
会
主
義
を
中
心
と
し
て
ー
」
法
学
論
叢
七
0
巻
六
号
三
0
頁
、
四
O
I
四
一
頁
。

(

7

)

山
ロ
・
前
掲
（
思
想
一
九
六
三
年
一

0
月
号
）
五
四
頁
。

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
石
尾
芳
久
訳
『
国
家
社
会
学
』
―

1
0
1
-
―
―
頁
。

(

8

)

阿
部
・
前
掲
五
四
ー
五
五
頁
。

(
9
)
W
.
 Steffani, D
i
e
 U
n
t
e
r
s
u
c
h
g
g
s
a
u翡
c
h
号
se
d
e
s
 P
r
e
u
B
i
s
c
h
e
n
 L
a
n
d
t
a
g
e
s
 z
u
r
 Zeit d
e
r
 W
e
i
m
a
r
e
r
 R
e
p
u
b
l
i
k
,
 1
9
6
0
,
 
S. 
3
1
4
.
 

(
1
0
)
I
b
i
d
.
,
 S. 
3
5
7
.
 

（
二
七
一
）

ー

未

完

I




